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本
格
的
に
寒
く
な
り
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
な
ど
が
流
行
す
る
時
期
に
な

り
ま
す
。
発
熱
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
判
別
が
難
し

い
症
状
を
訴
え
る
人
が
大
幅
に
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
受
診
者
に
円
滑
に
必
要

な
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
医
療

機
関
で
の
院
内
感
染
防
止
を
図
る
た

め
、
受
診
の
前
に
、
ま
ず
電
話
で
相

談
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流

行
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
機

関
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、

手
洗
い
な
ど
の
感
染
症
予
防
対
策
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

発
熱
な
ど
の
症
状
は
受
診
前
に

　
　
　  

ま
ず
は
電
話
で
相
談
を

日頃受診している医療機関がある人

相談する医療機関に迷われる人

まずは、日頃受診している医療機関に電話で相談くださ

い。その医療機関での受診が難しい場合は、医師から受

診可能な医療機関を案内します。

「山口県」受診・相談センター
☎ 083-902-2510

（専用相談ダイヤル・毎日 24 時間対応）
相談する医療機関に迷われる場合や夜間・休日に急に発

熱があった場合は、「山口県」受診・相談センターへお電

話ください。症状や感染予防、検査方法などのさまざま

な相談に対応し、毎日２４時間、スタッフによる適切な

助言や情報提供が受けられる専用相談ダイヤルです。

長門市保健センター　
☎ 23-1133

（8 時 30 分～ 17 時 15 分）
※土日、祝日、年末年始を除く

Go To Eat やまぐち食事券

　新型コロナウイルス感染症の感染

拡大に伴う外出の自粛などの影響に

より、甚大な影響を受けている飲食

業に対し、期間を限定した官民一体

型の需要喚起を行っています。

　「Go To Eat やまぐち食事券」が使

える登録店舗では、業界ガイドライ

ンに基づき、感染症予防対策に取り

組んでいます。

飲食店も感染症対策

■
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
な
が
ら

　
会
食
を
楽
し
め
る
工
夫

　

政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
部
会
の
提
言
に
よ
る
と
、

こ
れ
ま
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
状

況
な
ど
か
ら
、「
飲
酒
を
伴
う
懇
親

会
」「
大
人
数
や
長
時
間
に
お
よ
ぶ

飲
食
」「
マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話
」「
狭

い
空
間
で
の
共
同
生
活
」「
居
場
所

の
切
り
替
わ
り
」
と
い
っ
た
『
５
つ

の
場
面
』
で
感
染
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る

工
夫
を
す
る
こ
と
で
感
染
拡
大
を
防

い
だ
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
下
の
よ
う
な
工
夫
を
行
い
、
感

染
リ
ス
ク
を
下
げ
な
が
ら
会
食
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

●
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る
工
夫

・
飲
酒
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

　

①
少
人
数
・
短
時
間
で

　

②
な
る
べ
く
普
段
一
緒
に
い
る
人
と

　

③
適
度
な
酒
量
で

・
は
し
や
コ
ッ
プ
は
使
い
回
さ
な
い

・
席
の
配
置
は
斜
め
向
か
い
に

・
会
話
す
る
と
き
は
な
る
べ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ス
ク
を
着
用

・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
遵
守
の
お
店
で

・
体
調
が
悪
い
人
は
参
加
し
な
い

●
飲
食
の
場
面
を
含
め
引
き
続
き

　
守
っ
て
ほ
し
い
こ
と

・
基
本
は
マ
ス
ク
着
用
、
三
密
回
避

・
室
内
で
は
換
気
を
よ
く
し
て

・
集
ま
り
は
少
人
数
・
短
時
間

・
大
声
は
出
さ
ず
に

　
　
　

会
話
は
で
き
る
だ
け
静
か
に

・
手
洗
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

■
冬
も
換
気
を
し
ま
し
ょ
う

　

寒
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
感

染
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め
に
、
暖
房

器
具
で
部
屋
の
温
度
を
調
整
し
な
が

ら
、
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

発
熱
な
ど

発
熱
な
ど

冬
の
感
染
症
へ
の
対
応

冬
の
感
染
症
へ
の
対
応
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令
和
の
時
代
が
幕
を
開
け
、
未
来

に
向
け
て
社
会
全
体
で
人
権
問
題
に

取
り
組
も
う
と
す
る
気
運
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
、

生
命
・
身
体
の
安
全
に
関
わ
る
事
象

や
不
当
な
差
別
な
ど
の
人
権
侵
害
が

存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
引
き
続
き
一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
人
権
啓
発
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

長
門
市
で
は
、
心
豊
か
な
地
域
社

会
が
実
現
で
き
る
よ
う
、10
月
に「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者

等
の
人
権
の
擁
護
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
人
た
ち
で
す
。

　

●
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相

談
　

人
権
に
つ
い
て
の
悩
み
や
困
り
ご

と
は
、
市
役
所
で
開
設
さ
れ
る
特
設

人
権
相
談
所
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

人
権
相
談
を
通
じ
て
、「
人
権
を

侵
害
さ
れ
た
」
と
い
う
申
告
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
、
法
務
局
職
員
と
調

査
に
あ
た
り
、
当
事
者
間
の
関
係
調

　

法
務
省
で
は
、
人
権
週
間
の
啓
発

活
動
重
点
目
標
を
「
み
ん
な
で
築
こ

う
人
権
の
世
紀
」
と
し
、
次
の
17
項

目
の
強
調
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

◆
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

◆
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

◆
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

◆
障
害
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別

　

を
な
く
そ
う

◆
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
を
解
消

　

し
よ
う

◆
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や

　

差
別
を
な
く
そ
う

◆
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

◆
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
に
対
す
る
偏
見

　

や
差
別
を
な
く
そ
う

◆
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
・
そ

　

の
家
族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を

　

な
く
そ
う

◆
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

　

に
配
慮
し
よ
う

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵

　

害
を
な
く
そ
う

◆
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

　

る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

◆
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

　

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

◆
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差

　

別
を
な
く
そ
う

◆
性
的
指
向
及
び
性
自
認
を
理
由
と

　

す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

◆
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

◆
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見

　

や
差
別
を
な
く
そ
う

■■
「
誰
か
」
の
こ
と

「
誰
か
」
の
こ
と  

じ
ゃ
な
い
。

じ
ゃ
な
い
。

自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て
捉
え
て

自
分
自
身
の
こ
と
と
し
て
捉
え
て

■
地
域
の
身
近
な
存
在

■
地
域
の
身
近
な
存
在

　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員

人権が尊重された人権が尊重された
心豊かな地域社会の心豊かな地域社会の
実現に向けて実現に向けて

悩んだときの相談は悩んだときの相談は

　人権を侵害されたと感じたと

きは、下記の窓口に連絡してく

ださい。

特集 人権を考える Part １

１２月４日～１０日は人権週間
昭和 23 年 12 月 10 日、国連総会で世界人権
宣言が採択されたことを記念し、毎年 12 月
10 日を「人権デー」と定めています。法務
省と全国人権擁護委員連合会では、人権デー
を最終日とする一週間を「人権週間」とし、
各種の人権啓発活動を行っています。

整
を
行
う
な
ど
の
円
満
な
解
決
を

図
っ
て
い
ま
す
。

●
啓
発
活
動

　

人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
街
頭
啓
発
や
学
校

と
連
携
し
た
人
権
教
室
、
人
権
の
花

運
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
各
地
区
の
人
権
擁
護
委
員

◆
長
門
地
区
◇
深
水
一
男
、
熊
野
恭

子
、
笹
原
芳
正
◆
三
隅
地
区
◇
田
中

裕
子
、
松
野
文
雄
◆
日
置
地
区
◇
中

尾
努
、
早
川
和
子
◆
油
谷
地
区
◇
西

中
正
夫
、
中
川
美
智
子

人権の花運動（向津具小）

人権擁護委員への相談

相談日時など、市民活動推進課　

人権推進室へご連絡ください。

℡ 0837-23-1299

電話・インターネットでの相談

■山口地方法務局萩支局

　℡ 0838‐22‐0478

■みんなの人権 110 番

　さまざまな人権問題についての相談

　℡ 0570‐003‐110

■子どもの人権 110 番
　いじめ、虐待など、子どもの人権問

　題に関する相談

　℡ 0120‐007‐110

■女性の人権ホットライン
　女性をめぐるさまざまな人権問題に

　ついての相談

　℡ 0570‐070‐810

■外国語人権相談ダイヤル
　日本語を自由に話すことができない

　方からの人権相談

　℡ 0570‐090‐911

■インターネット受付窓口
　相談フォームに内容等を入力して送

　信すると、後日最寄りの法務局から

　メール、電話または面談により回答

　https://www.jinken.go.jp/

■■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
活
動
推
進
課
人
権
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
―
１
２
９
９



　

長
門
市
の
令
和
元
年
度
決
算

が
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
門
市
の
財
政
状
況
に
つ
い

て
、
ど
の
く
ら
い
納
め
ら
れ
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
、
令
和
元
年
度
決
算
か
ら
紹

介
し
ま
す
。

決算決算
報告報告

特集
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令和元年度

　
一
般
会
計

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
が

249
億
５
、
６
８
２
万
円
、
歳
出
が
239
億
１
、，

３
７
２
万
円
で
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ

き
財
源
３
億
４
、
３
７
７
万
円
を
差
し
引
き

６
億
９
、
９
３
３
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。
対
前
年
度
比
で
は
、歳
入
は
18.6
％
、

歳
出
は
18.4
％
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
ま
し
た
。

■
歳 

入

市
税
は
減
、
市
債
は
増

　

歳

入

の

根

幹

で

あ

る

市

税

は
、

37
億
３
６
３
万
円
で
、全
体
の
14.8
％
を
占
め
、

前
年
度
比
３
億
４
、
３
６
２
万
円
（
8.5
％
）

の
減
と
な
り
、
特
に
市
民
税
が
前
年
度
比

３
億
３
、
３
２
１
万
円
（
16.6
％
）
の
減
に
よ

り
、
４
年
ぶ
り
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
市
債
は
本
庁
舎
建
設
事
業
や
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
整
備
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
の

実
施
お
よ
び
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
に

伴
い
、
46
億
５
、
９
１
６
万
円
と
前
年
度
比

23
億
３
、
４
５
６
万
円
（
100
・
４
％
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

繰
入
金
・
地
方
特
例
交
付
金
が
増

　

歳
入
全
体
で
は
、
本
庁
舎
建
設
基
金
や
財

政
調
整
基
金
な
ど
の
取
崩
し
に
よ
り
、
繰
入

金
が
増
加
し
た
こ
と
や
、
子
ど
も
子
育
て
支

援
臨
時
交
付
金
の
増
な
ど
に
よ
る
地
方
特
例

交
付
金
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら
18.6
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

0 50000 100000 150000 200000

労働費
1,192 万円
　  （0.0％）

  災害復旧費
4,267 万円

　  （0.2％）

　  総務費
62 億87 万円
　（25.9％）

　   民生費
60 億7,549 万円
　（25.4％）

　  公債費
26 億4,915 万円
　（11.1％）

   　商工費
18 億1,643 万円
　 （7.6％）

   　衛生費
18 億5,595 万円
　  （7.8％）

 農林水産業費
13 億8,391 万円
　  （5.8％）

   　土木費
10 億6,109 万円
　  （4.4％）

    消防費
6 億5,076 万円
　 （2.7％）

   教育費
16 億4,956 万円
　 （6.9％）

   　議会費
1 億6,024 万円
　  （0.7％）

投資的経費
 28.8％

歳入総額
249 億

5,682 万円

分担金及び負担金
     1億1,164 万円
使用料及び手数料

  2 億3,441 万円
財産収入

  9,391 万円
寄附金

6,210 万円
繰入金

9 億 2,214 万円
繰越金

  8 億5,183 万円

歳出総額
239 億

1,372 万円

義務的経費
38.1％

その他
 33.1％

人件費
14.2％

扶助費
12.8％

公債費
11.1％

普通建設事業費
　　28.7％

災害復旧費
　 0.1％

物件費
12.2％

補助費等
9.4％

繰出金
7.9％

その他
3.6％

　　依存財源
　　　（72.7％）

市税
37 億363 万円
　　　（14.8％）

諸収入
8 億2,867 万円

（3.3％）

その他
22 億7,603 万円
    （9.2％）

　地方交付税
82 億6,798 万円
　（33.1％）

　　市　債
46 億5,916 万円
 　 （18.7％）

　 県支出金
16 億1,704 万円
　　（6.5％）

　国庫支出金
26 億4,796 万円
　（10.6％）

　　その他
9 億5,635 万円
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公債費　　　　　　　　　7 万 8,844 円

衛生費　　　　　　　5 万 5,237 円

商工費　　　　　　5 万 4,060 円

教育費　　　　　　4 万 9,094 円

　　　　　4 万 1,188 円農林水
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土木費　　　　3 万 1,580 円
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諸支出金　　1 万 586 円

議会費　　4,769 円

災害復旧費　1,270 円
労働費　355 円

※令和2年 1月 1日現在の住民基本台帳の
　人口33,600人から算出

0

■自主財源
　市税や市の施設の使用料な
　ど市が自主的に収入できる
　お金

■依存財源
　地方交付税や国・県支出金
　など国や県から市に入って
　くるお金

■市税
　市民の皆さんが納める税金
　や会社の法人市民税など

■地方交付税
　国の所得税、法人税、酒税
　などの一定割合を市の財政
　状況に応じて国から交付さ
　れるお金

■市債
　市が事業を行うために借り
　入れたお金

一
般
会
計

歳入

市税の内訳

税の種類 収入金額
収納率

（現年課税分）

　市民税 16 億 6,920 万円 99.3％

　固定資産税 16 億 3,472 万円 98.1％

　軽自動車税 1億 1,348 万円 99.1％

　市たばこ税 2億 1,116 万円 100.0％

　入湯税 3,504 万円 100.0％

　都市計画税 4,003 万円 98.1％

合　計 37 億　363 万円 98.8％

用語解説￥

■義務的経費
　支出が義務づけられ、任意
　に削減できない経費

■投資的経費
　建物や道路の整備などの経
　費で、その支出の効果が長
　期にわたって持続するもの
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自
主
財
源
の
割
合
が
減

　

市
税
や
使
用
料
な
ど
、
長
門
市
が
自
主
的

に
調
達
で
き
る
収
入
を
「
自
主
財
源
」
と
呼

び
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
や
県
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金
や
借
入
金
を
「
依
存
財
源
」

と
呼
び
ま
す
。
令
和
元
年
度
の
歳
入
で
は
、

自
主
財
源
が
全
体
の
27.3
％
で
、
そ
の
割
合
は

前
年
度
よ
り
2.9
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま

す
。

■
歳 

出

ト
ッ
プ
は
総
務
費
、
次
い
で
民
生
費
、
災
害

復
旧
費
は
大
幅
増

　

歳
出
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
37
億
２
、
，

１
１
５
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
の

ト
ッ
プ
は
総
務
費
62
億
87
万
円
で
、
全
体
の

25.9
％
を
占
め
て
お
り
、
本
庁
舎
建
設
事
業
や

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
事
業
の
増
な
ど
に
よ

り
前
年
度
比
27
億
６
、７
６
０
万
円
（
80.6
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
多
い
の
が
、
民
生
費
で
60
億
７
、
，

５
４
９
万
円
、
全
体
の
25.4
％
で
、
前
年
度
比

１
億
２
、
９
９
５
万
円
（
2.2
％
）
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
復
旧
費
が
、
豪
雨

災
害
の
発
生
に
よ
り
、
前
年
度
比
142
・
８
％

の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

義
務
的
経
費
は
減
、
投
資
的
経
費
は
増

　

歳
出
を
、
性
質
別
に
分
類
す
る
と
、
義
務

的
経
費
が
38.1
％
で
前
年
度
比
6.8
ポ
イ
ン
ト
の

減
、
投
資
的
経
費
が
28.8
％
で
前
年
度
比
12.0
ポ

イ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

0 50000 100000 150000 200000

労働費
1,192 万円
　  （0.0％）

  災害復旧費
4,267 万円

　  （0.2％）

　  総務費
62 億87 万円
　（25.9％）

　   民生費
60 億7,549 万円
　（25.4％）

　  公債費
26 億4,915 万円
　（11.1％）

   　商工費
18 億1,643 万円
　 （7.6％）

   　衛生費
18 億5,595 万円
　  （7.8％）

 農林水産業費
13 億8,391 万円
　  （5.8％）

   　土木費
10 億6,109 万円
　  （4.4％）

    消防費
6 億5,076 万円
　 （2.7％）

   教育費
16 億4,956 万円
　 （6.9％）

   　議会費
1 億6,024 万円
　  （0.7％）

投資的経費
 28.8％

歳入総額
249 億

5,682 万円

分担金及び負担金
     1億1,164 万円
使用料及び手数料

  2 億3,441 万円
財産収入

  9,391 万円
寄附金

6,210 万円
繰入金

9 億 2,214 万円
繰越金

  8 億5,183 万円

歳出総額
239 億

1,372 万円

義務的経費
38.1％

その他
 33.1％

人件費
14.2％

扶助費
12.8％

公債費
11.1％

普通建設事業費
　　28.7％

災害復旧費
　 0.1％

物件費
12.2％

補助費等
9.4％

繰出金
7.9％

その他
3.6％

　　依存財源
　　　（72.7％）

市税
37 億363 万円
　　　（14.8％）

諸収入
8 億2,867 万円

（3.3％）

その他
22 億7,603 万円
    （9.2％）

　地方交付税
82 億6,798 万円
　（33.1％）

　　市　債
46 億5,916 万円
 　 （18.7％）

　 県支出金
16 億1,704 万円
　　（6.5％）

　国庫支出金
26 億4,796 万円
　（10.6％）

　　その他
9 億5,635 万円
   　（3.8％）

自主財源
     （27.3％）

　諸支出金
3 億 5,568 万円
　  （1.5％）

地方譲与税
  2 億1,077 万円

利子割交付金
559 万円

配当割交付金
1,637 万円

株式等譲渡所得割交付金
854 万円

地方消費税交付金
  5 億8,804 万円

ゴルフ場利用税交付金
543 万円

自動車取得税交付金
       3,549 万円

環境性能割交付金
　　　　　　1,049 万円
地方特例交付金

7,270 万円
交通安全対策特別交付金

293 万円

総務費　　　　　　　　　　18 万 4,550 円総務費　　　　　　　　　　18 万 4,550 円

民生費　　　　　　　　　　18 万 818 円　　　　　　　　　　18 万 818 円

公債費　　　　　　　　　7 万 8,844 円

衛生費　　　　　　　5 万 5,237 円

商工費　　　　　　5 万 4,060 円

教育費　　　　　　4 万 9,094 円

　　　　　4 万 1,188 円農林水
産業費　　　　　　　　　　
土木費　　　　3 万 1,580 円

消防費　　　1 万 9,368 円

諸支出金　　1 万 586 円

議会費　　4,769 円

災害復旧費　1,270 円
労働費　355 円

※令和2年 1月 1日現在の住民基本台帳の
　人口33,600人から算出

0
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諸収入
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その他
22 億7,603 万円
    （9.2％）

　地方交付税
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　（33.1％）
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　国庫支出金
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地方譲与税
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       3,549 万円

環境性能割交付金
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総務費　　　　　　　　　　18 万 4,550 円総務費　　　　　　　　　　18 万 4,550 円

民生費　　　　　　　　　　18 万 818 円　　　　　　　　　　18 万 818 円

公債費　　　　　　　　　7 万 8,844 円

衛生費　　　　　　　5 万 5,237 円

商工費　　　　　　5 万 4,060 円

教育費　　　　　　4 万 9,094 円

　　　　　4 万 1,188 円農林水
産業費　　　　　　　　　　
土木費　　　　3 万 1,580 円

消防費　　　1 万 9,368 円

諸支出金　　1 万 586 円

議会費　　4,769 円

災害復旧費　1,270 円
労働費　355 円

※令和2年 1月 1日現在の住民基本台帳の
　人口33,600人から算出

0

●総務費
　市の全般的な事務事業のための経費
●民生費
　児童・高齢者・障害者などの福祉に関する経費
●公債費　事業を行うための借入金に対する償還金
●衛生費　各種検診、環境対策、ごみ処理などの経費
●商工費　商工業や観光振興のための経費
●教育費
　小・中学校の教育、文化・スポーツ振興などの経費
●農林水産業費
　農林業の振興、漁港などの維持・整備、農業委員
　会の経費
●土木費
　道路・公園・市営住宅などの維持・整備の経費
●消防費　消防に関する経費
●諸支出金　基金への積立や財産の取得に関する経費
●議会費　市議会運営のための経費
●災害復旧費
　災害で壊れた道路、河川などの公共土木施設を復
　旧するための経費
●労働費　労働者の福祉に関する経費

性質別歳出割合

歳出
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　  （0.0％）

  災害復旧費
4,267 万円

　  （0.2％）

　  総務費
62 億87 万円
　（25.9％）

　   民生費
60 億7,549 万円
　（25.4％）

　  公債費
26 億4,915 万円
　（11.1％）

   　商工費
18 億1,643 万円
　 （7.6％）
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26 億4,796 万円
　（10.6％）
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   　（3.8％）
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※令和2年 1月 1日現在の住民基本台帳の
　人口33,600人から算出

0

市民１人当たりに使われたお金
※令和2年１月１日現在の住民基本台帳の人口33,600人から算出



　

令
和
元
年
度
決
算
は
、「
第

４
次
長
門
市
経
営
改
革
プ
ラ

ン
」
の
第
４
次
行
政
改
革
実

施
計
画
に
基
づ
き
、
重
点
課

題
で
あ
る
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
推
進
（
質
の
改
革
）

と
未
来
に
つ
な
が
る
行
政
運

営
（
量
の
改
革
）
の
推
進
に
取
り
組
ま
れ
、

収
支
状
況
、
財
政
指
標
、
公
債
費
の
状
況
お

よ
び
積
立
金
等
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
お

お
む
ね
、
本
市
の
中
期
財
政
見
通
し
に
沿
っ

た
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
庁
舎
建
設
事
業
や
地

域
の
活
性
化
に
向
け
た
各
種
事
業
の
推
進
に

よ
り
、
年
々
減
少
し
て
い
た
市
債
残
高
は
増

加
に
転
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
種
の
財
政
指
標
に
お
い
て
は
改

善
し
て
い
る
も
の
の
、
本
市
の
財
政
構
造
は

依
然
と
し
て
硬
直
し
た
状
況
が
続
い
て
お

り
、
今
後
さ
ら
な
る
財
政
の
健
全
性
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、

財
政

基
盤
の
強
化
や
経
営
力
の
向
上
の
た
め
の
取

組
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
る
。

　

経
済
活
動
の
縮
小
や
地
域
社
会
の
維
持
な

ど
が
重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
本
市

に
お
い
て
は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努

め
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る

よ
う
、
業
務
の
適
正
性
を
確
保
し
、
事
業
の

精
査
や
見
直
し
、
一
層
の
歳
入
確
保
な
ど
の

取
組
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
求
め
る

も
の
で
あ
る
。
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令和元年度決算

審査意見書抜粋

特別会計決算

会  計 歳  入
うち一般会計
からの繰入金

歳  出

国民健康保険事業 51億 4,370万円 4億 2,419 万円 47億 9,258万円

湯本温泉事業 2,067 万円 627 万円 2,067 万円

介護保険事業 41億 1,164 万円 5億 7,317 万円 39億 4,997 万円

後期高齢者医療事業 6億9,239 万円 2億  377 万円 6億 7,933 万円

市有財産の状況

土地 244 万㎡

建物 25 万㎡

山林 5,294 万㎡

出資金 2億 6,238 万円

基金 70 億 9,182 万円

有価証券 200 万円

基金の残高

基金の種類 金額

財政調整基金 22 億 8,966 万円

減債基金 8,602 万円

職員退職手当基金 5億 5,087 万円

地域福祉振興基金 2億 6,082 万円

観光振興基金 322 万円

子ども教育ゆめ基金 737 万円

香月泰男美術館運営基金 1億　983 万円

国民健康保険基金 3億 5,501 万円

国民健康保険高額療養費資金貸付基金 1,190 万円

介護給付費準備基金 3億 5,991 万円

県収入証紙調達基金 89 万円

土地開発基金 3億 2,979 万円

地域活性化基金 22 億 1,559 万円

庁舎建設基金 4億 9,512 万円

再生可能エネルギー活用基金 22 万円

森林環境整備基金 1,560 万円

合　計 70 億 9,182 万円

地方債残高

会計 金額

一般会計等 238 億 5,344 万円

（人口一人あたり） 709,924 円

特別会計と市有財産の状況

　特別会計は、特定の事業を行う場合、特定の収入（保険料や

使用料など）をその事業にあて、一般会計から切り離すことで、

経理上その内容が明確になるように設けられている会計です。

　それぞれの決算は下記の表のとおりです。

　なお、湯本温泉事業特別会計は、恩湯民営化などにより公衆

浴場経営事業を廃止し、温泉配湯事業のみを行っています。

財政健全化指数

長門市
早期健全化

基準
財政再生
基準

①実質赤字比率 該当なし 13.03 ％ 20.0 ％

②連結実質赤字比率 該当なし 18.03 ％ 30.0 ％

③実質公債費比率 7.3 ％ 25.0 ％ 35.0 ％

④将来負担比率 26.0 ％ 350.0 ％

　
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
の
指
標

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
を
適
正
に
運
営
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
方
公
共
団
体
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財
政
健
全
化
法
）

に
基
づ
き
、
財
政
健
全
度
を
判
断
す
る
４
つ

の
指
標
（
左
図
参
照
）
を
、
令
和
元
年
度
決

算
の
数
値
か
ら
算
出
し
て
示
し
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
法
で
は
、
市
の
財
政
状
況
を

こ
の
４
つ
の
指
標
に
よ
り「
早
期
健
全
化（
イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」
と
「
財
政
再
生
（
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
）」
の
２
段
階
で
判
断
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
決
算
か
ら
算
出
し
た
本
市
の
指

標
は
、
健
全
財
政
の
範
囲
内
に
あ
り
ま
す
。



■水道事業■水道事業

公営企業会計

水道事業の現状

項目 決算値
対前年度
増減率

給水人口 30,940人 △ 2.1％

配水量 4,728,162 ㎥ △ 4.9％

一般会計からの繰入 1億 4,781 万円 △ 14.1％

資産残高 90億 9,103 万円 0.2％

企業債（借入金）残高 34億 6,752万円 0.2％

収益的収支（税抜）

項目 決算額 対前年度増減率

収入 6億 8,410万円 △ 2.5％

水道料金 5億 126 万円 △ 3.2％

支出 6億 4,084万円 △ 7.7％

減価償却費 2億 9,248万円 1.5％

純利益 4,326万円 511.0％

資本的収支（税込）

項目 決算額 対前年度増減率

収入 2億 7,775万円 11.5％

企業債（借入金） 2億 3,190 万円 15.8％

支出 5億 6,484万円 0.9％

建設改良費 3億 3,986万円 1.0％

不足額 2億 8,709万円 △ 7.5％

　市民の生活に欠かせない水道・下水道事業は、地方公営企業法に基づき企業

会計方式を採用しており、日々の水道供給・下水処理に必要な経費（収益的収

支）と水道・下水道施設の整備や更新に必要な経費（資本的収支）とを分けて

経理しています。

　なお、資本的収支では、通常収入が不足するため、収益的収支の純利益や減

価償却相当分など内部に蓄えられたお金で収入不足を補てんしています。

　収益的収支における純利益は、職員数の減などの影響

により、支出額が減少したことから、4,326 万円（対前年

度比 +511％）となりましたが、水道事業経営を支える水

道料金収入は、5億 126 万円（対前年度比△ 3.2％）となり、

人口減の影響から減収傾向が続いています。

　資本的支出では、竣工から 50 年以上が経過している湯

本浄水場の更新工事に着手するとともに、老朽化した水

道管の更新工事を実施しました。

　本市の水道事業経営は、水道施設の老朽化や給水人口の

減少により厳しさを増していますが、経営の健全化に努め

ながら、良質な水道水を提供していく必要があります。

収益的収支（税抜）

項目 決算額 対前年度増減率

収入 16億 3,758万円 △ 2.1％

下水道使用料 4億 8,298 万円 △ 2.7％

支出 16億 3,758万円 △ 2.1％

減価償却費 9億 5,485万円 △ 2.9％

純利益 0円 -

資本的収支（税込）

項目 決算額 対前年度増減率

収入 8億 4,266万円 △ 12.2％

企業債（借入金） 3億 730 万円 1.7％

支出 12億 9,290万円 △ 4.1％

建設改良費 6億 9,233万円 △ 0.4％

不足額 4億 5,024万円 15.9％

■下水道事業■下水道事業

　収益的収支は、実質的な赤字部分を一般会計繰入金に

より補てんしており、純利益はゼロとなっています。また、

下水道事業経営を支える下水道使用料収入は、4 億 8,298

万円（対前年度△ 2.7％）となり、人口減の影響から減収

傾向が続いています。

　資本的支出では、青海・開作地区農業集落排水施設の

公共下水道事業への接続工事に着手するとともに、処理

場の長寿命化対策として東深川浄化センターの施設整備

工事などを実施しました。

　本市の下水道事業経営は、下水道施設の老朽化や水洗化

人口の減少により厳しさを増していますが、経営の健全化

に努めながら、安定的な経営を目指す必要があります。

下水道事業の現状

項目 決算値
対前年度
増減率

水洗化人口 25,877人 △ 2.3％

汚水処理水量 4,719,263 ㎥ △ 0.6％

一般会計からの繰入 7億 7,967万円 △ 9.5％

資産残高 236億 2,212万円 △ 1.7％

企業債（借入金）残高 64億 8,580万円 △ 4.3％

▲更新工事に着手した湯本浄水場

77
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市
民
参
画
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
平
成
26
年
度
か
ら
「
市
民
の

ち
か
ら
応
援
補
助
金
」
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
ま
で
に
延
べ
56
団
体
、

１
、
６
６
８
万
５
千
円
の
交
付
を
行
っ
て
お
り
、
多
く
の
市
民
活
動
団
体
の
育
成
と
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
を
進
め
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
環
境
整
備
を
行
い
、「
ひ
と
が
輝
き
、
や
さ

し
さ
が
こ
だ
ま
す
る
ま
ち 

長
門
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
採
択
事
例
の
紹
介

市民が主役の地域づくり市民が主役の地域づくり  

　　　　　   　　　　　   市民のちから応援補助金活用事例市民のちから応援補助金活用事例

き
る
油
谷
の
ま
ち
づ
く
り
意
識
の
醸

成
と
地
域
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
に

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
流
事
業
、
防

災
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
す
る
。

「
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
」
事
業

■
実
施
団
体

　

日
置
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

■
内
容

　

一
人
ひ
と
り
が
役
割
を
持
ち
、
住

み
慣
れ
た
場
所
で
、

自
ら
「

健
幸
」

に

主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
高
齢
者

の
運
転
教
室
や
料
理
づ
く
り
教
室
、

３
世
代
４
世
代
交
流
事
業
を
実
施
。

 

《
団
体
提
案
型
》

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
行
う
公
益
性

の
高
い
事
業
へ
の
支
援

陸
上
養
殖
の
研
究
を
通
じ
た　

　
　
　
　
　
　

キ
ャ
リ
ア
教
育

■
実
施
団
体　

　

３
in
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
内
容

　

市
内
若
手
人
材
に
対
し
て
、
ニ
ジ

マ
ス
の
陸
上
養
殖
技
術
の
研
修
の
場

を
つ
く
り
、
若
手
人
材
が
地
域
産
業

を
理
解
し
、
産
業
創
出
の
た
め
の
ア

イ
デ
ア
を
考
え
る
。

▲ゆや歴史かるた大会

▲高齢者の料理づくり教室

▲名古屋大学教授によるオンライン研修会

           三隅を守る会によるヒメイワダレソウの植え付け           三隅を守る会によるヒメイワダレソウの植え付け

 

《
課
題
提
示
型
》  

　

市
が
提
示
す
る
課
題
「
健
康
寿
命

 

の
延
伸
に
向
け
た
事
業
」に
沿
っ
た

 

事
業
へ
の
支
援

ゆ
や
地
区
高
齢
者
・
障
が
い
者

健
幸
づ
く
り
推
進
事
業Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅲ

■
実
施
団
体

　

ゆ
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

■
内
容

　

予
防
の
視
点
を
も
っ
て
健
康
に
生
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実施団体 事業名 内　容

深川地区
社会福祉協議会

健康寿命延伸のためのフレイル予防
新生児から高齢者までを対象に３つ（栄養力・体力・外出力）
の視点からフレイル（虚弱）予防を実施

仙崎地区
社会福祉協議会

だれもが安心して暮らせる町づくり
事業   

仙崎思いやりネットワークを活用した「行方不明者捜索訓練」
の実施

みすみ地区
社会福祉協議会

「明日の夢が創る生きがい」
「さくらの森学園」

キッズ探険隊、ジュニア福祉員活動、寿大学の共催などの世
代間交流や体験活動

俵山地区
社会福祉協議会

 地区民が活き活きと交流し助け合う
まちづくり事業

お互いさまの精神に基づいた地域の現状把握や課題の確認、健康
増進、緊急時の対応、日常的な見守りなど

通地区
社会福祉協議会

 かよい健幸の輪づくり事業
高齢者ふれあい昼食会、独居高齢者などの見守り活動、３世
代交流グラウンドゴルフ、健幸づくりに関する講座を開催

◯その他の令和２年度採択事業《課題提示型》

ま
ち
の
健
幸
カ
フ
ェ 

誰
で
も
健
幸

　

チ
ェ
ッ
ク
デ
ー
の
設
置
事
業

■
実
施
団
体

ハ
ー
ブ
祭
り
を
支
え
る

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
づ
く
り
事
業

■
実
施
団
体

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
き
ら
り

■
内
容

　
「
ハ
ー
ブ
を
愉
し
む
日
」
の
開
催

に
向
け
、
ハ
ー
ブ
園
周
辺
の
荒
廃
地

を
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
と
し
て
楽
し
め
る

空
間
に
再
生
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
活
動
推
進
課
活
動
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
７
２

　

健
幸
カ
フ
ェ　

う
さ
ぎ

■
内
容

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

元
気
で
過
ご
す
こ
と
を
目
的
に
「
通

い
の
場
」
を
設
置
し
、
高
齢
者
だ
け

で
な
く
、
誰
も
が
利
用
し
、
自
分
の

健
康
を
振
り
返
り
、
健
康
意
識
を
持

つ
き
っ
か
け
と
な
る
場
と
す
る
。

実施団体 事業名 内　容

長門市元気応援隊 フレイル予防事業
健康寿命延伸のためのフレイル予防研修、健康チェック、
ニュースレターの発行

クラブネッツ大畑
シャンパン風ドブロクで体も地域も
活性化

地元の農事組合法人が作る無農薬米を使った安全・安心な
どぶろくづくり

上地区発展対策協議会
三隅上地区発展対策協議会 50 周年記
念事業

「上地区発展対策協議会 50 周年のあゆみ」を編さんし、記念
品とともに上地区全世帯に配布

古市ひろば 高齢者を地域で支える場づくり
地域の見守り役として、定期的な健康相談会の開催や地元食
材を使った料理のアドバイスなどの実施

ゆや地区
家庭教育支援チーム

幸せマスクプロジェクト
楽しい学校生活を送ってもらうため、油谷地区の小中学生、
児童保育園児にマスクを届ける

むかつ国で遊ぼう協議会
向津具半島のプロモーション映像制作
事業

向津具半島の知名度を向上させるための交流イベントの実施や
楽しさや素晴らしさを伝えるプロモーションビデオの制作

◯その他の令和２年度採択事業《団体提案型》

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
in
な
が
と

■
実
施
団
体

　

一
般
社
団
法
人
長
門
青
年
会
議
所

■
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
安
心
し
て
外
食
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
な
か
で
、
外
食
の

楽
し
み
を
提
供
で
き
る
よ
う
「
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
」
で
地
元
店
の
弁

当
を
提
供
し
、
長
門
市
の
魅
力
を
発

信
す
る
。

▲学びと飲食店の支援を両立

▲お店の味を家でも楽しんでもらう▲健康チェックの結果を説明

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

　
　
　
　
　

花
い
っ
ぱ
い
事
業

■
実
施
団
体

　

三
隅
を
守
る
会

■
内
容

　

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
三
隅
の
魅
力
を

発
信
し
、
よ
り
親
し
み
や
す
く
な
る

よ
う
に
、
の
り
面
に
ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ

ソ
ウ
を
植
え
付
け
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
食
事
会
で

　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
事
業

■
実
施
団
体

　

Good　

Life　

Cooking

■
内
容

　

市
内
飲
食
店
が
提
供
す
る
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
商
品
を
食
べ
な
が
ら
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
や
異
業
種
交
流
、
管

理
栄
養
士
に
よ
る
食
を
通
じ
た
健
康

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
。

▲荒廃地を整備してラベンダー畑へ



門の話題長
　

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
（
国

の
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ

き
無
形
の
民
俗
文
化
財
）
に
指
定

さ
れ
て
い
る
滝
坂
神
楽
舞
が
、
11

月
２
日 

（月）
、
三
隅
滝
坂
地
区
の
黄

幡
社
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

滝
坂
神
楽
舞
は
、
1764
年
（
明
和

1
年
）
の
黄
幡
社
建
立
当
時
に
、

３
年
間
続
く
大
飢
饉
と
牛
馬
の
疫

病
を
免
れ
よ
う
と
、
厄
払
い
の
祈

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財 

滝
坂
神
楽
舞

伝
統
あ
る
舞
を
披
露

▲神の居所を探す「尉」の舞

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
予
定
の
足
立
選
手
が
市
役
所
を
訪
問

メ
ダ
ル
の
獲
得
を

　

11
月
５
日 

（木）
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
カ
ヌ
ー
競
技
・
ス
ラ

ロ
ー
ム
に
出
場
す
る
足
立
和
也
選

手
が
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

足
立
選
手
は
10
月
1
日
か
ら
ヤ
マ

ネ
鉄
工
建
設
株
式
会
社
所
属
と
な

り
、
山
根
正
寛
代
表
取
締
役
ら
と

と
も
に
市
役
所
を
訪
問
。
今
後
、

市
内
に
住
み
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

▲神の威力が滝坂に幸せをもたらすことを示す「手力男」

▲市長に目標を語る

大
津
緑
洋
水
産
校
舎
と
萩
大
島
船
団
丸
の
共
同
製
作

サ
バ
の
缶
詰
を
つ
く
る

　

11
月
14
日 

（土）
、
大
津
緑
洋
高
校

水
産
校
舎
で
生
徒
と
萩
大
島
船
団

丸
が
共
同
で
サ
バ
の
缶
詰
づ
く
り

を
行
い
ま
し
た
。

　

水
産
校
舎
の
生
徒
が
船
団
丸
の

漁
師
に
作
り
方
を
指
導
し
ま
し

た
。
缶
詰
を
長
期
間
保
存
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
空
気
を
抜
く

「
脱
気
」、「
密
封
」、「
殺
菌
」
の

３
工
程
の
作
業
を
行
い
、
約
280
缶

の
缶
詰
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

▲缶詰は道の駅センザキッチンなどで販売予定
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願
の
た
め
神
楽
を
奉
納
し
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
滝
坂
神
楽
舞
保
存
会
に
よ
り

保
存
・
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
毎
年

11
月
２
日
の
午
後
８
時
か
ら
舞
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
か
ら
保
存
会
の
関
係
者
の
み
で

の
開
催
と
な
り
、
６
演
目
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。 



　

11
月
13
日

（金）
と
14
日

（土）
の
２

日
間
、
長
門
湯
本
温
泉Thanks 

O
N
T
O
 
2
0
2
0
 
C
I
N
E
M
A
 
C
A
R
A
V
A
N

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

音
信
川
沿
い
に
、
神
奈
川
県
逗

子
を
拠
点
に
世
界
を
め
ぐ
る
移
動

映
画
館
「
シ
ネ
マ
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

が
登
場
。
広
場
に
は
こ
だ
わ
り
の

マ
ル
シ
ェ
が
出
店
し
た
ほ
か
、
温

泉
街
の
各
施
設
で
も
、
そ
ぞ
ろ
歩

き
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
限
定
メ

ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
た
り
が
暗
く
な
っ
て
く
る

と
、
映
画
や
ラ
イ
ブ
演
奏
が
ス

タ
ー
ト
。
観
客
は
恩
湯
食
の
特
別

な
フ
ー
ド
を
楽
し
み
な
が
ら
ス
ク

リ
ー
ン
に
魅
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
温
泉
街

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
初
め
て
と

な
る
広
場
活
用
。
長
門
湯
本
温
泉

の
「
オ
ソ
ト
」
の
空
間
で
、
来
場

し
た
人
は
家
族
や
友
人
・
仲
間
た

ち
と
一
緒
に
、
心
豊
か
な
ひ
と
と

き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

Thanks O
N

TO
 2020

シ
ネ
マ
キ
ャ
ラ
バ
ン

長
門
湯
本
温
泉
で
の
ひ
と
と
き

▲映画に音楽、料理を楽しむぜいたくな空間

▲温泉街の中心にある恩湯広場が映画館に

数
学
は
も
っ
と
役
に
立
つ
！

　
　
　
　
応
用
数
学
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
を

　
上う

え
や
ま山　

大だ
い
し
ん信

さ
ん

門の長

（
武
蔵
野
大
学
工
学
部

　
　
　
　
　
数
理
工
学
科
教
授
）

　

油
谷
の
浄
泉
寺
住
職
で
あ
る
上
山

大
信
さ
ん
に
は
、
大
学
の
数
学
教
授

と
い
う
も
う
一
つ
の
顔
が
あ
り
ま

す
。
実
家
の
お
寺
を
引
き
継
ぐ
た
め

に
、
昨
年
長
門
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た

後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
生
の
指
導
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

上
山
さ
ん
の
専
攻
は
応
用
数
学
。

世
の
中
の
複
雑
な
現
象
を
数
式
化

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
解
析
す
る
こ

と
で
、
お
よ
そ
の
動
き
を
予
想
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
統
計
や
天
気
予

報
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
も
使

わ
れ
て
い
る
応
用
数
学
は
、
近
年
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
知
識
を

活
か
し
、
除
夜
の
鐘
を
叩
く
タ
イ
ミ

ン
グ
を
教
え
て
く
れ
る
ア
プ
リ
を
開

発
す
る
な
ど
多
才
ぶ
り
を
発
揮
。

　

こ
れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、「
小
さ
い
頃
か
ら
、
い
ろ
ん

な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
幅
広
く
学

ぶ
こ
と
が
大
切
。
都
会
で
は
で
き
な

い
教
育
を
長
門
市
で
行
い
、
最
先
端

の
分
野
で
活
躍
す
る
人
が
育
っ
て
く

れ
れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

しゅん

旬
な人

し
ゅ
ん

▲オンラインで自宅から東京の大学院生に個別指導 ▲除夜の鐘アプリを見せる上山さん
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らしの情報く
市
か
ら
の

お
知
ら
せ

く
ら
し
の
情
報
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医
療
費
通
知
の
活
用
を

　

長
門
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医

療
費
通
知
を
年
４
回
、
世
帯
主
あ
て

に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
期
間
に
受
診
が
な

か
っ
た
場
合
は
送
付
が
あ
り
ま
せ

ん
。

■
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
に
使
用

　

で
き
ま
す

・ 

医
療
費
控
除
に
お
い
て
、
医
療
費

　

通
知
を
添
付
す
る
こ
と
で
明
細
書

　

の
記
入
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。
長
門
市
国
民
健
康
保
険
の

　

医
療
費
通
知
は
、
２
月
中
旬
ま
で

　

に
９
月
～
11
月
診
療
分
を
送
付
し

　

ま
す
が
、
12
月
診
療
分
に
つ
い
て

　

は
５
月
の
通
知
と
な
り
確
定
申
告

　

に
は
間
に
合
わ
な
い
た
め
、
領
収

　

書
な
ど
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い

・ 

医
療
機
関
か
ら
の
請
求
遅
れ
な
ど

償
却
資
産
の
申
告
は

２
月
１
日

（月）
ま
で
に

　

令
和
３
年
度
固
定
資
産
税
（
償
却

資
産
）
は
、
令
和
３
年
１
月
１
日
が

課
税
の
基
準
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
す
る
人
は

令
和
３
年
２
月
１
日

（月）
ま
で
に
、
税

務
課
ま
た
は
各
支
所
へ
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
令
和
２

年
度
償
却
資
産
申
告
を
行
っ
た
所
有

者
に
は
、別
途
通
知
し
ま
す
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
事
業
収
入
が
減
少
し
た
た

め
、
固
定
資
産
税
の
軽
減
を
受
け
る

場
合
は
合
わ
せ
て
申
告
く
だ
さ
い
。

■ 

償
却
資
産
と
は　

　

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業
に

　

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産

　

（
構
築
物
・
機
械
お
よ
び
装
置
・

　

船
舶
・
工
具
・
器
具
・
備
品
な
ど
）

 【
例
】
レ
ジ
ス
タ
ー
、
業
務
用
冷
蔵
庫

■ 

対
象
外

・ 

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
対
象

と
な
る
自
動
車
な
ど

・ 

耐
用
年
数
が
１
年
未
満
ま
た
は
取

得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産

で
、
一
時
損
金
に
算
入
し
た
も
の

・ 

取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産

で
、
３
年
間
の
一
括
償
却
を
選
択

し
た
も
の

○
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
、
次

　

に
該
当
す
る
場
合
は
償
却
資
産
と

　

し
て
申
告
が
必
要
で
す

・
法
人
、
個
人
（
事
業
用
）
が
設
置

・
個
人
（
住
宅
用
）
が
売
電
の
た
め

　

に
設
置
し
、
発
電
出
力
が
10 

kw
以

　

上
の
太
陽
光
発
電

※
一
定
の
要
件
を
満
た
す
設
備
は
固

　

定
資
産
税
課
税
標
準
額
の
特
例
が

　

適
用
さ
れ
ま
す

※
申
告
書
を
必
要
と
す
る
場
合
や
申

　

告
に
つ
い
て
の
詳
細
は
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産

税
係　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
２
５

に
よ
り
医
療
費
通
知
に
記
載
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
医
療
費

控
除
の
対
象
と
な
る
支
出
で
、
医

療
費
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

も
の
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
領
収

書
に
つ
い
て
「
医
療
費
控
除
の
明

細
書
」
を
作
成
し
、
申
告
書
に
添

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

■
再
交
付
の
申
請
は
お
早
め
に

　

医
療
費
通
知
を
紛
失
さ
れ
た
場

　

合
、
申
請
に
よ
り
再
交
付
が
で
き

　

ま
す
。
１
～
２
週
間
か
か
る
の
で
、

　

必
要
な
人
は
早
め
に
申
請
し
て
く

　

だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

・
医
療
費
通
知
に
つ
い
て

　

総
合
窓
口
課
医
療
給
付
係

℡
23
‐
１
１
２
９

・
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

　

税
務
課
市
民
税
係

℡
23
‐
１
１
２
４

固
定
資
産
の
現
況
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
連
絡
を

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
状
況
に
応
じ
て
、
固
定
資
産

（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
市
で

は
現
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

登
記
の
異
動
を
伴
わ
な
い
も
の
は
把

握
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
次

の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
12
月
28
日

（月）
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

土
地
の
利
用
状
況
の
変
更

　

（
現
況
地
目
の
変
更
、
雑
種
地
の

　

造
成
な
ど
の
状
態
変
更
）

 

・
家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
と
き

・ 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　

（
一
部
取
り
壊
し
も
含
み
ま
す
）

・
家
屋
を
改
築
し
、
用
途
を
変
更
し

　

た
と
き

・ 

未
登
記
の
家
屋
で
売
買
・
相
続
な

ど
所
有
者
を
変
更
し
た
と
き

■ 

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産

税
係　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
２
５

５
歳
児
す
こ
や
か
相
談
会

■
日
時　

　

令
和
３
年
２
／
４ 

（木）
、
25 

（木）　

13
：
00
～
16
：
00

■
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

年
中
児
お
よ
び
保
護
者

■
内
容　

小
児
科
医
、
臨
床
心
理

　

士
、
言
語
聴
覚
士
、
地
域
コ
ー

　

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
保
健
師
な
ど
が

　

相
談
に
応
じ
て
適
切
な
支
援
に
つ

　

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す

■
申
込
方
法　

　

幼
稚
園
・
保
育
園
を
通
じ
て
配
付

　

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
、
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。
未
就
園
児
の
保
護
者
は
、
左

　

記
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

　
　

℡
23
‐
１
２
５
８
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秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
２
年
秋
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

瑞
宝
双
光
章

［
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
］

元
長
門
市
消
防
司
令
長

  　

財
満  

俊
夫 

さ
ん

67
歳
（
東
深
川
）

旭
日
中
綬
章

元
長
門
市
長

  　

大
西  

倉
雄 

さ
ん

70
歳
（
日
置
上
）

瑞
宝
單
光
章

元
長
門
市
消
防
団
副
団
長 

  　

林  

英
昭 

さ
ん

71
歳
（
深
川
湯
本
）

瑞
宝
單
光
章

元
民
生
・
児
童
委
員

  　

岡
﨑  

晁
子 

さ
ん

75
歳
（
日
置
上
）

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
に
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

▲新たに整備された備品

「
シ
ニ
ア
と
家
族
の

安
心
便
利
帳
」
の
発
行

　

市
で
は
、
公
民
協
働
事
業
と
し
て

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
共
同

し
、
シ
ニ
ア
と
そ
の
家
族
の
暮
ら
し

に
役
立
つ
情
報
を
ま
と
め
た
「
シ
ニ

ア
と
家
族
の
安
心
便
利
帳
」
を
発
行

し
ま
す
。

　

こ
の
便
利
帳
の
作
成
に
係
る
経
費

は
、
掲
載
さ
れ
る
広
告
収
入
を
充
て

る
た
め
、
12
月
か
ら
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
の
職
員
が
広
告
掲
載
の
お

願
い
に
各
事
業
所
を
訪
問
す
る
予
定

で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
職
員

　

が
各
事
業
所
を
訪
問
す
る
際
は
、

　

「
協
働
発
行
事
業
者
証
明
書
」
を

　

携
行
し
ま
す

■
発
行
時
期

　

令
和
３
年
５
月
（
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

高
齢
福
祉
課
介
護
支
援
係　
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Ｊ
Ｒ
美
祢
線
マ
イ
レ
ー
ル

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
Ｊ
Ｒ
美
祢
線
の

魅
力
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
き
、「
美

祢
線
は
私
た
ち
の
鉄
道
」と
い
う「
マ

イ
レ
ー
ル
」
意
識
の
醸
成
を
図
る
た

め
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
お
よ
び
沿
線
店
舗

と
連
携
し
て
「
Ｊ
Ｒ
美
祢
線
マ
イ

レ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
美
祢
線
を
利
用
さ
れ
た

人
に
沿
線
の
対
象
店
舗
で
特
典
が
受

け
ら
れ
る
「
利
用
証
明
書
」
と
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
「
記
念
乗
車
証
」
を
配
布

し
ま
す
。

■
配
布
場
所　

長
門
市
駅
、厚
狭
駅
、

　

美
祢
駅
の
改
札

■
実
施
期
間　

　

実
施
中
～
令
和
３
年
２
／
28 

（日）

■
そ
の
他　

　

期
間
中
３
回
乗
車
さ
れ
た
人
の
中

　

か
ら
抽
選
で
沿
線
３
市
（
山
陽
小

　

野
田
市
・
長
門
市
・
美
祢
市
）
の

　

特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

※
詳
細
は
美
祢
線
マ
イ

　

レ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
確
認

■ 

問
い
合
わ
せ　

　

産
業
戦
略
課
地
域
交
通
対
策
班　

　

℡
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テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
田
屋
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
上
ゲ
自
治

会
、
掛
渕
自
治
会
お
よ
び
江
良
区
自

主
防
災
会
の
備
品
な
ど
購
入
に
対
す

る
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
事
業
に
よ
っ
て
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ

ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

活
動
推
進
係　

℡
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‐
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健
幸
大
学
入
学
生
募
集

　

「
健
幸
な
ま
ち
な
が
と
」
の
実
現

に
向
け
て
、
健
幸
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
健
幸
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
健
幸
づ
く
り
を
普
及

し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
人
数　

15
人
程
度
（
３
回
と

　

も
参
加
で
き
、
医
師
か
ら
運
動
を

　

禁
止
さ
れ
て
い
な
い
人
）　

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
締
切　

令
和
３
年
１
／
12 

（火）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

℡
23
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回 日時 会場 内容

１
1月20日（水）
9：30～12：00

長門市保健セ
ンター

・入学式
・講話
「健幸なまちながとの実現
　に向けて」
「食の面から健幸づくり」
・まずは自分の体を知りま
　しょう
　血圧測定・体組成測定
　血管年齢測定・肌年齢測
　定
　体力チェック（握力・柔
　軟性・下肢筋力など）
・活動量計（活動時間・活
　動強度・消費カロリー
　など）を使ってみよう

２
2月10日（水）
10：00～11：30

ルネッサなが
と軽運動室

・講義＆実践
「効果的なウォーキングに
　ついて」

３
2月24日（水）
9：30～11：30

長門市保健セ
ンター

・講話
「こころの健幸づくり」
・グループワーク
「地域の健幸づくり」
・卒業式　修了証書交付

※検温・手指の消毒・マスクの着用など感染症対策にご協力をお
　願いします

■
日
時　

令
和
３
年
１
／
３ 

（日）

　

受
付
10
：
00
～　

開
会
10
：
30
～

■
場
所　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

（
な
が
と
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
）

■
対
象　

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
人
で
長
門
市
に
在
住
の
人
、

　

ま
た
は
長
門
市
出
身
の
人
（
旧
大

　

津
郡
３
町
含
む
）

※
11
月
中
旬
に
案
内
状
を
発
送
し
て

　

い
ま
す
が
、
届
か
な
い
場
合
は
生

　

涯
学
習
・
文
化
財
課
へ
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い

■
内
容　

式
典
・
写
真
撮
影

■
参
加
条
件

・
家
を
出
る
前
に
検
温
を
お
願
い
し

　

ま
す
。
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
人
は

　

出
席
を
控
え
て
く
だ
さ
い

・
必
ず
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し

　

ま
す

・
会
場
入
場
時
に
検
温
と
手
指
消
毒

　

を
行
い
ま
す
。
体
温
が
37
・
５
度

　

以
上
の
人
、
体
調
の
悪
い
人
は
参

　

加
を
お
断
り
し
ま
す

・
成
人
者
の
家
族
な
ど
、
関
係
者
が

　

入
場
す
る
場
合
は
、
「
新
型
コ
ロ

　

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
チ
ェ
ッ
ク

　

リ
ス
ト
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し

　

当
日
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

　

す
。
同
リ
ス
ト
は
、
各
公
民
館
お

　

よ
び
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
入
手
で

　

き
ま
す

■
感
染
症
対
策

・
早
め
の
帰
省
を
お
願
い
し
ま
す

・
多
人
数
で
の
飲
食
は
控
え
て
く
だ

　

さ
い

・
会
場
内
外
と
も
に
、
人
と
人
と
の

　

距
離
を
保
ち
、
大
声
で
の
立
ち
話

　

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

・
入
場
時
、
受
付
時
に
は
大
変
な
混

　

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
前
後
の
間

　

隔
を
空
け
て
待
機
す
る
な
ど
、
飛

　

ま
つ
拡
散
防
止
と
三
密
回
避
に
ご

　

協
力
く
だ
さ
い

・
検
温
後
は
、
速
や
か
に
受
付
し
着

　

席
し
て
く
だ
さ
い
。
記
念
撮
影
後

　

は
、
案
内
に
従
っ
て
速
や
か
に
退

　

場
し
て
く
だ
さ
い

・
会
場
内
の
換
気
を
万
全
に
期
す
る

　

た
め
、
ド
ア
な
ど
を
開
放
し
、
外

　

気
の
取
入
れ
を
行
い
ま
す
。
温
か

　

い
衣
服
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

■
注
意
事
項

・
成
人
式
へ
の
参
加
は
強
制
で
は
あ

令
和
３
年
長
門
市
成
人
式
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　

り
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　

ス
感
染
状
況
な
ど
を
考
慮
の
上
、

　

参
加
者
の
安
全
を
最
優
先
に
ご
検

　

討
く
だ
さ
い

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

今
後
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
基

　

本
的
な
感
染
対
策
を
徹
底
し
た
上

　

で
実
施
す
る
予
定
で
す
が
、
感
染

　

拡
大
の
状
況
に
よ
り
、
や
む
を
得

　

ず
開
催
中
止
と
す
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す

・
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
情
報
を
随
時

　

更
新
し
て
い
く
予
定
で
す
。
最
新

　

情
報
は
、
市
公
式
サ
イ
ト
に
て
ご

　

確
認
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
・
文
化

　

財
課
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
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市
で
は
長
門
市
表
彰
条
例
に

基
づ
き
、
市
政
の
発
展
、
公
益
の

増
進
に
関
し
、
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
毎
年
表
彰

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
個
人
10
人
、
１

団
体
が
受
賞
し
、
11
月
17
日

（火）
に

長
門
市
役
所
本
庁
舎
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

自
治
功
労

◎ 

多
年
自
治
会
長
と
し
て
自
治
活
動

に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

松
村  

義
雄
（
油
谷
伊
上
）

◎ 

多
年
自
治
会
長
と
し
て
自
治
活
動

に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

橋
本  

憲
治
（
西
深
川
）

社
会
福
祉
功
労

◎ 

多
年
民
生
児
童
委
員
と
し
て
社
会

福
祉
活
動
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

日
溪  

博
仁
（
日
置
上
）

◎ 
多
年
民
生
児
童
委
員
と
し
て
社
会

福
祉
活
動
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

松
永  
喜
美
子
（
油
谷
川
尻
）

社
会
活
動
功
労

◎ 

多
年
消
防
団
の
育
成
と
防
火
思
想

の
普
及
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

大
谷  

尚
史
（
三
隅
下
）

◎ 

多
年
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
育
成
と

防
火
意
識
の
高
揚
に
尽
く
さ
れ
た

功
績

　

中
山  

せ
つ
子
（
日
置
中
）

教
育
功
労

◎
多
年
学
校
薬
剤
師
と
し
て
学
校
衛

　

生
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

内
山  

啓
（
東
深
川
）

◎
多
年
長
門
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
推
進
に

　

尽
く
さ
れ
た
功
績

　

久
保
田  

欣
康
（
通
）

◎
多
年
長
門
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

令
和
２
年
度

令
和
２
年
度  

長
門
市
表
彰

長
門
市
表
彰

　

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
推
進
に

　

尽
く
さ
れ
た
功
績

　

廣
田  

男
（
油
谷
伊
上
）

◎
多
年
学
校
と
連
携
し
た
活
動
で
地

　

域
の
教
育
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
功

　

績

　

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
協
議
会

保
健
衛
生
功
労

◎
多
年
医
師
と
し
て
地
域
医
療
の
発

　

展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

　

須
田  

博
喜
（
東
深
川
）

健
幸
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

　
　

 

応
募
受
付
開
始

　

「
健
幸
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
は

健
診
の
受
診
や
健
康
教
室
へ
の
参
加

な
ど
に
よ
り
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
、

健
康
と
景
品
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　

35
ポ
イ
ン
ト
以
上
獲
得
し
た
応
募

者
全
員
に
特
典
カ
ー
ド
、
120
ポ
イ
ン

ト
以
上
の
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。
さ
ら
に
120
ポ
イ
ン
ト

以
上
を
獲
得
し
た
応
募
者
に
は
、
抽

選
で
特
産
品
の
詰
め
合
わ
せ
や
図
書

カ
ー
ド
が
当
た
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
取
組
状
況
を
集
計
し
、

ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
市
民

　

（
在
勤
・
在
学
を
含
む
）

■
応
募
方
法　

健
幸
づ
く
り
ポ
イ
ン

ト
チ
ラ
シ
裏
面
の
ポ
イ
ン
ト
報
告
表

に
記
入
し
、
応
募
箱
に
投
か
ん

※
チ
ラ
シ
は
応
募
箱
設
置
場
所
に
あ

　

り
ま
す

■
応
募
箱
設
置
場
所

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
、総
合
窓
口
課
、

　

各
支
所
・
出
張
所

■
応
募
締
切　

12
／
25 

（金）

■
景
品
送
付　

令
和
３
年
２
月
下
旬

■ 
問
い
合
わ
せ　

長
門
市
保
健
セ
ン

タ
ー　
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凍
結
・
破
損
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

水
道
管
の
冬
支
度
を

　

冬
場
に
な
る
と
気
温
が
下
が
り
、

水
道
管
の
凍
結
や
破
損
な
ど
の
事
故

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る

と
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
く
な
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
事
前
の
対
策

や
凍
結
し
た
場
合
の
対
処
方
法
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
凍
結
の
予
防
策
》

　

水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
や
、
風
当
た
り
の
強
い
場

所
に
あ
る
水
道
管
に
は
、
布
や
保
温

チ
ュ
ー
ブ
を
巻
く
な
ど
の
保
温
対
策

を
と
っ
て
く
だ
さ
い

《
水
が
凍
っ
て
出
な
い
と
き
》

　

凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は
、

蛇
口
や
水
道
管
に
直
接
熱
湯
を
か
け

ず
、
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ
て
、
ぬ

る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
焦
ら
ず

溶
か
し
て
く
だ
さ
い

《
水
道
管
が
破
損
し
た
場
合
》

　

宅
内
で
水
道
管
が
破
損
し
た
場
合

は
、
元
栓
や
止
水
栓
を
閉
め
、
水
道

指
定
工
事
店
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
局
管
理

　

上
下
水
道
局
管
理

課
業
務
班　
　

課
業
務
班　
　

℡
23
‐
１
１
７
１

※
夜
間
・
休
日
は
本
庁
宿
直
に
連
絡

　

し
て
く
だ
さ
い

隆一
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日／曜日　
　業務内容

12
25 26 27 28 29 30 31 １

１ ２ ３ ４

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

市役所の一般業務 ◯ × × ◯ × × × × × × ◯

窓口業務

戸籍謄・抄本、印鑑証明、住民票、旅券な
ど ◯ × × ◯ × × × × × × ◯

死亡・婚姻などの戸籍届出
※休日は宿直で受付 ◯ × × ◯ × × × × × × ◯

長門市応急診療所　　　　　　　　℡ 27-0199 夜 × 昼 夜 夜 昼 昼 昼 昼 昼 夜
水道業務　　　　　　本庁宿直　　   ℡ 22-2111
※開閉栓の受付は休日と同じく休みですが、漏水などは

　本庁宿直で受付（宅内漏水は直接業者に連絡ください）
◯ × × ◯ × × × × × × ◯

下水道業務　　　　　　 本庁宿直　　   ℡ 22-2111
※業務が休みであっても、下水道管の詰まりなど緊急の

　場合は本庁宿直で受付
◯ × × ◯ × × × × × × ◯

ごみ収集　　　　廃棄物対策係　　   ℡ 23-1249

長門市清掃工場　　　　　　　　　　℡ 25-3230 ◯ × ◯ × × × × × ◯

萩・長門清掃工場「はなもゆ」 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ × ◯

し尿
汲み取り

長門・日置地区　長門環境管理センター　　 ℡ 26-2752
油谷地区　油谷営業所　　　　 ℡ 32-2345
※年内の汲み取り申し込みは12 /18日（水）まで

◯ × × ◯ × × × × × × ◯

三隅地区
　　　　     馬場クリーン　　　℡ 43-0303 ◯ × × ◯ × × × × × × ◯

斎場 ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯

市立図書館　　　　　　　　　　　℡ 26-5123 ◯ ◯ ◯ × × × × × × × ×

ルネッサながと　　　　　　　　　℡ 26-6001 ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × × ◯

ラポールゆや・図書館ゆや分館　　 ℡ 33-0051 ◯ ◯ ◯ × × × × × × × ×

金子みすゞ記念館　　　　　　　　℡ 26-5155 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
9時〜
15 時

10時〜
17 時 ◯ ◯ ◯

くじら資料館　　　　　　　　　　℡ 28-0756

香月泰男美術館　　　　　　　　　℡ 43-2500

村田清風記念館　　　　　　　　　　℡ 43-2818

◯ ◯ ◯ ◯ × ◯
9時〜
15 時

10時〜
17 時 ◯ ◯ ◯

湯免ふれあいセンター　　　　　　℡ 43-1000 ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ × × ◯ ◯ ◯

日置農村活性化交流センター　　　℡ 37-4320 ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ × × ◯ ◯ ×
小河内公園グラウンド、長門農業者トレーニングセン
ター、赤崎山スポーツ遊園地、武道館、俵山多目的交流
広場、三隅総合運動公園、三隅農業者トレーニングセン
ター、三隅勤労者スポーツセンター、日置総合運動公園、
日置Ｂ＆Ｇ海洋センター、油谷総合運動公園、油谷勤労
者体育センター

◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × × ◯

各小・中学校体育館　 ◯ ◯ ◯ × × × × × × × ×

総合公園テニスコート　　　　　　 ◯ ◯ ◯ × × × × × × × ×

ながとスポーツ公園　　　　　　　℡ 22-1807 ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × × ◯

道の駅センザキッチン ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯

長門市しごとセンター「T.e.g.o （てご）」℡ 27-0360 ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × × ◯

長門おもちゃ美術館　　　　　　　℡ 27-0337 ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × ◯ ◯

ほっちゃテレビ　　　　　　　　　℡ 23-1541 ◯ × × ◯ × × × × × × ◯

※受付時間は、昼の午前は 11：30まで・午後は 16：30まで、夜は 21：30まで

℡ 0838-
26-8716

○通常  △午前のみ  ▽午後のみ  ×休み  昼9：00〜17：00   夜19：00〜22：00年末年始の業務

※営業時間が変更になる
　ことがあります

ごみの収集日は、各地区のごみカレンダーを確認してくださいごみの収集日は、各地区のごみカレンダーを確認してください
持込は長門市清掃工場（燃えないごみ）または萩・長門清掃工場「はなもゆ」（燃えるごみ）へ持込は長門市清掃工場（燃えないごみ）または萩・長門清掃工場「はなもゆ」（燃えるごみ）へ

※香月泰男美術館は改装工事予定のため開館日を変更する場合があります※香月泰男美術館は改装工事予定のため開館日を変更する場合があります

12時
まで

16時
まで

診療科目 　内科・小児科　内科・小児科

診療時間

　　休日診療休日診療  日曜日・祝日・  日曜日・祝日・
　　　　　  年末年始（12/30 〜 1/3）　　　　　  年末年始（12/30 〜 1/3）
 　・ 午前　9：00 〜 12：00 　・ 午前　9：00 〜 12：00

（受付 11：30 まで）（受付 11：30 まで）
 　・ 午後　13：00 〜 17：00 　・ 午後　13：00 〜 17：00

（受付 16：30 まで）（受付 16：30 まで）
　　平日診療平日診療　月曜日〜金曜日　月曜日〜金曜日
　　　　19：00 〜 22：00　　　　19：00 〜 22：00

（受付 21：30 まで）（受付 21：30 まで）

診療に

必要なもの
　健康保険証、おくすり手帳　健康保険証、おくすり手帳
　福祉医療受給者証（該当者）　福祉医療受給者証（該当者）

長
門
市
応
急
診
療
所
の　

　
　
　

年
末
年
始
の
診
療

　

年
末
年
始
は
、
医
療
機
関
が
休
診

と
な
り
ま
す
の
で
、
薬
の
確
認
を
さ

れ
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
の
診

療
日
を
確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
診
療
時
間
外
で
急
な

発
熱
や
腹
痛
な
ど
比
較
的
軽
い
症
状

が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
長
門
市
応
急

診
療
所
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
に
つ
い
て
迷
わ
れ
た
ら
、
遠

慮
な
く
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
門
市
応
急
診
療

　

所　
　
　
　
　

℡
27
‐
０
１
９
９
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を

促
進
す
る
た
め
、
市
各
支
所
・
出
張

所
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張

申
請
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
顔
写

真
の
撮
影
も
会
場
に
て
無
料
で
行

い
、
カ
ー
ド
は
約
１
カ
月
後
に
ご
自

宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

　

来
年
３
月
か
ら
は
健
康
保
険
証
と

し
て
の
利
用
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
を
検
討
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
の
申
し
込
み
サ
ポ
ー
ト
も
行
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込

み
が
お
済
み
で
な
い
人
は
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

・
12
／
10 

（木）　

通
出
張
所

・
12
／
11 

（金）　

仙
崎
出
張
所

・
12
／
15 

（火）　

俵
山
出
張
所

・
12
／
17 

（木）　

三
隅
支
所

・
12
／
18 

（金）　

日
置
支
所

・
12
／
22 

（火）　

油
谷
支
所

・
12
／
24 

（木）　

向
津
具
出
張
所

・
12
／
25 

（金）　

宇
津
賀
出
張
所

10
：
00
～
15
：
00

■
申
込
方
法　

総
合
窓
口
課
へ
電
話

　

で
希
望
の
会
場
を
お
知
ら
せ
く
だ

　

さ
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

■
持
参
す
る
も
の

①
通
知
カ
ー
ド

②
本
人
確
認
書
類

・
１
点
で
確
認
で
き
る
書
類　

　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住

　

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付

　

き
）
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
官

　

公
庁
発
行
の
顔
写
真
付
き
書
類

・
２
点
必
要
な
書
類　

　

健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、
年

　

金
手
帳
、
学
生
証
、
医
療
受
給
者

　

証
、
「
氏
名
・
生
年
月
日
」
が
記

　

載
さ
れ
た
診
察
券
、
社
員
証
な
ど

③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
所
有
者
の
み
）

■
そ
の
他

・
サ
ポ
ー
ト
の
対
象
は
長
門
市
に
住

　

民
登
録
の
あ
る
人
に
限
り
ま
す

・
申
請
に
は
、
必
ず
ご
本
人
が
お
越

　

し
く
だ
さ
い

・
15
歳
未
満
の
人
が
申
請
す
る
場
合

　

に
は
法
定
代
理
人
の
同
行
が
必
要

　

で
す
（
法
定
代
理
人
も
本
人
確
認

　

書
類
が
必
要
で
す
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
・
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
の
出
張
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

■
持
参
す
る
も
の　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
取
時
に

　

設
定
し
た
数
字
４
桁
の
暗
証
番
号

　

と
各
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事
業
者

　

が
指
定
す
る
「
決
済
サ
ー
ビ
ス
Ｉ

　

Ｄ
」
・
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー

　

ド
」
の
入
力
が
必
要
で
す
。
あ
ら

　

か
じ
め
確
認
の
上
、
お
越
し
く
だ

　

さ
い

〜
企
業
・
団
体
の
皆
さ
ま
〜　

　

個
別
に
出
張
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

企
業
や
市
内
で
活
動
す
る
各
種
団
体

な
ど
で
10
人
以
上
の
参
加
が
見
込
ま

れ
る
場
合
は
個
別
に
日
時
と
場
所
を

調
整
し
て
出
張
サ
ポ
ー
ト
に
お
伺
い

し
ま
す
。
総
合
窓
口
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
合
窓
口
課
窓
口

　

係　
　
　
　
　

℡
23
‐
１
１
２
７

　

１
月
号
か
ら
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

合
わ
せ
て
、
家
族
や
友
達
と
撮
影
し

た
と
っ
て
お
き
の
写
真
を
募
集
し
ま

す
。
毎
月
の
裏
表
紙
に
掲
載
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
あ
な
た
の
撮
影
し
た

と
び
き
り
の
写
真
を
広
報
に
掲
載
し

ま
せ
ん
か
。

■
対
象　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
、
ま

　

た
は
家
族
の
一
員
で
あ
る
ペ
ッ
ト

　

の
写
真
で
、
家
族
や
友
達
な
ど
が

　

撮
影
し
た
も
の

■
掲
載
内
容　

写
真
、
タ
イ
ト
ル
、

　

コ
メ
ン
ト
（
20
文
字
程
度
）
、
氏 

　

名
■
申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
（
未
成

　

年
の
場
合
は
保
護
者
の
氏
名
も
記

　

入
）
・
生
年
月
日
・
連
絡
先
・
タ

　

イ
ト
ル
、
コ
メ
ン
ト
を
記
入
し
、

　

左
記
に
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

・
郵
送
の
場
合

〒
759-

4192　

　

長
門
市
東
深
川
1339
番
地
２

　

長
門
市
役
所
企
画
政
策
課
広
報
広

　

聴
係
宛
て

※
切
手
代
な
ど
は
送
付
者
負
担

・
メ
ー
ル
の
場
合

　

koho@city.nagato.lg.jp

■
そ
の
他

・
紙
媒
体
の
広
報
に
の
み
写
真
を
掲

　

載
し
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

　

ら
電
子
媒
体
の
広
報
に
は
写
真
は

　

掲
載
し
ま
せ
ん

・
郵
送
で
い
た
だ
く
現
物
写
真
に
つ

　

い
て
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
申
し
込

　

み
前
に
準
備
し
て
か
ら
郵
送
く
だ

　

さ
い

・
掲
載
前
に
掲
載
す
る
旨
を
連
絡

　

し
、
再
度
掲
載
の
確
認
の
意
思
を

　

得
た
後
に
掲
載
し
ま
す

・
写
真
は
ト
リ
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係　
　
　

℡
23
‐
１
１
１
７

◀
掲
載
イ
メ
ー
ジ
分
（
予
定
）

市
民
写
真
投
稿
コ
ー
ナ
ー

「
ス
マ
イ
ル
」（
仮
称
）
の
写
真
募
集タイトル

コメント・氏名（ペンネーム）

写真



み
ん
な
の掲

示
板

く
ら
し
の
情
報

13
：
00
～
15
：
00

■
場
所

　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み

■
内
容　

発
達
障
害
を
主
と
し
た
障

　

害
特
性
の
理
解
、
困
っ
て
い
る
保

　

護
者
へ
の
話
し
方
な
ど

■
講
師　

沖
村
文
子
氏

　

（
社
会
福
祉
法
人
内
日
福
祉
会
相

　

談
支
援
事
業
所
ぱ
れ
っ
と
）

■
募
集
人
数　

５
人
程
度

（
全
３
日
出
席
で
き
る
人
）

■
参
加
料　

無
料

※
昼
食
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限　

12
／
15 

（火）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

地
域
福
祉
課
障
害
者
支
援
係

　
　

℡
23
‐
１
２
４
３

あ
し
す
と
パ
ー
ト
ナ
ー
・
メ
ン

タ
ー
養
成
講
座
参
加
者
募
集

　

市
で
は
、
発
達
障
害
児
（
者
）
の

子
育
て
経
験
の
あ
る
家
族
や
支
援
者

を
対
象
に
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
、

発
達
障
害
が
疑
わ
れ
る
子
の
親
な
ど

の
相
談
・
助
言
を
行
う
人
（
あ
し
す

と
パ
ー
ト
ナ
ー
）
、
県
委
託
の
メ
ン

タ
ー
養
成
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
（
全
３
日
）

・
12
／
20 

（日）　
　

13
：
00
～
15
：
00

・
令
和
３
年
１
／
17 

（日）
、
２
／
21 

（日）

９
：
30
～
12
：
00

な
が
と
歴
史
民
俗

資
料
室
企
画
展

な
が
と
大
内
湯
け
む
り
街
道

■
展
示
期
間　

12
／
１ 

（火）
～

令
和
３
年
１
／
17 

（日）

９
：
00
～
17
：
00

※
12
／
29 

（火）
～
令
和
３
年
１
／
３ 

（日）

　

は
休
館

■
場
所　

な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室

(

旧
長
門
市
教
育
委
員
会
1
階)

■
入
場
料　

無
料

■
内
容　

な
が
と
市
内
の
旧
街
道
に

　

つ
い
て
の
資
料
な
ど
を
展
示
、

　

「
な
が
と
大
内
湯
け
む
り
街
道
」

　

の
紹
介
、
山
口
県
内
の
認
定
地
区

　

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■
日
時　

12
／
13 

（日）　

10
：
00
～

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
（
要
予
約
）

■
日
時　

12
／
13 

（日）　

10
：
30
～

■
内
容　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の

　

後
、
資
料
室
周
辺
の
旧
街
道

　

を
ウ
ォ
ー
ク
（
約
１
時
間
）

■
保
険
料　

100
円
（
当
日
持
参
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯

　

学
習
・
文
化
財
課
文
化
財
保
護
室

　
　

℡
23
‐
１
２
６
４

　

10
：
00
～
13
：
00
同
会
場
で
開
催

■ 

問
い
合
わ
せ　

　

地
域
福
祉
課
障
害
者
支
援
係　
　

℡
23
‐
１
２
４
３

長
門
市
き
ら
め
き
作
品

展
示
会
を
開
催

　

障
害
の
あ
る
人
が
市
内
の
就
労
継

続
支
援
事
業
所
な
ど
で
作
成
し
た
絵

画
、
書
道
、
手
芸
品
な
ど
を
集
め
た

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
間　

12
／
９ 

（水）　

13
：
00
～

　

12
／
23 

（水）　

13
：
00
ま
で

■
会
場　

本
庁
舎
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
そ
の
他　

　

授
産
品
の
販
売
を
12
／
23 

（水）

2020.12. １2020.12. １ 1818

骨
の
健
康
づ
く
り
相
談

■
日
時　

12
／
17 

（木）９
：
30
～
11
：
30

13
：
00
～
15
：
00

■
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

　

骨
密
度
測
定
、
骨
粗
し
ょ
う

　

症
予
防
相
談
、
カ
ル
シ
ウ
ム

　

た
っ
ぷ
り
メ
ニ
ュ
ー
紹
介

■
参
加
費　

無
料

■ 

問
い
合
わ
せ　

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

地
球
温
暖
化
防
止
月
間

　

市
で
は
、
暖
房
時
の
室
温
を
20
℃

で
快
適
に
過
ご
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
し
ま
す
。

■
衣
食
住
の
ひ
と
工
夫
で
あ
た
た
か

　

く
過
ご
し
ま
し
ょ
う

衣・ 

首
、
手
首
、
足
首
の
「
三
つ
の
首
」

　

を
温
め
ま
し
ょ
う

・ 

「
機
能
性
素
材
」
を
活
用
し
、
お

　

し
ゃ
れ
に
温
ま
り
ま
し
ょ
う

・ 

「
ひ
ざ
掛
け
」
や
「
ス
ト
ー
ル
」

　

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

食・ 

「
鍋
」で
体
も
室
内
も
温
め
ま
し
ょ

　

う
・ 

冬
が
旬
の
食
材
、「
根
菜
類
」
で

　

身
体
を
内
側
か
ら
温
め
ま
し
ょ
う

住・ 

湿
度
を
意
識
し
、
体
感
温
度
を
上

　

げ
ま
し
ょ
う

　

（
一
般
的
に
湿
度
が
上
が
る
と
、

　

体
感
温
度
が
上
が
り
ま
す
）

・ 

「
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
」
や
「
断
熱

　

シ
ー
ト
」
で
暖
め
た
空
気
を
閉
じ

　

こ
め
ま
し
ょ
う

・ 

「
湯
た
ん
ぽ
」
や
「
ス
リ
ッ
パ
」

　

で
足
元
を
温
め
、
冬
を
乗
り
切
り

　

ま
し
ょ
う

■ 

問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課
環
境

衛
生
係　
　
　

℡
23
‐
１
１
３
４

長
門
市
民
駅
伝
大
会

中
止
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
、
１
月
末
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
長
門
市
民
駅
伝
大
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
な
に

と
ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
門
市
体
育
協
会

　

℡
22
‐
３
５
４
０



女
性
限
定
入
会
セ
ミ
ナ
ー

管
理
栄
養
士
の
料
理
教
室

「
も
り
も
り
食
べ
て
働
い
て
、

フ
レ
イ
ル
予
防
！
」

■
日
時  

令
和
３
年
１
／
21 

（木）

10
：
00
～
12
：
30

■
場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

　

長
井
彩
子
氏
、
白
木
志
乃
氏

■
必
要
な
も
の　

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク

■
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

12
／
21 

（月）
～

令
和
３
年
１
／
７ 

（木）
ま
で

※
12
／
29 

（火）
～
令
和
３
年
１
／
３ 

（日）

　

ま
で
閉
所
し
ま
す

■
対
象
者　

　

市
内
在
住
、
60
歳
以
上
の
女
性

■
参
加
費　

無
料

※
講
習
時
間
内
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　

ン
タ
ー
の
入
会
説
明
会
を
20
分
～

　

30
分
行
い
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

公
益

　

社
団
法
人
長
門
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー　
　

℡
22
‐
５
６
３
９

コ
ー
ル
・
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ

第
36
回
定
期
演
奏
会

■
日
時　

12
／
12 

（土）　

13
：
00
開
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
：
00
開
演

■ 

場
所　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
劇
場

■ 

入
場
料　

前
売　
　
　
　
　

800
円

※
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん

■ 

内
容　

・ 

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ー
ラ
ス

・ 

外
国
唱
歌
の
12
カ
月

・ 

マ
リ
ち
ゃ
ん
の
歩
い
た
夢

　

指
揮
：
有
田
知
永

　

ピ
ア
ノ
：
津
室
ひ
と
み

　

朗
読
：
中
村
ゆ
み

■ 

そ
の
他　

団
員
募
集
中

■ 

問
い
合
わ
せ　

女
声
合
唱
団

　

コ
ー
ル
・
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ（
重
村
）

　

℡
０
８
０
‐
３
０
５
６
‐
６
１
６
７

‶
働
く
″
を
応
援
！
女
性

活
躍
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

■
日
時
（
全
３
回
） 　

12
／
16 

（水）
、

　

令
和
３
年
１
／
13 

（水）
、
２
／
17 

（水）

13
：
30
～
16
：
30

■ 

場
所　

長
門
市
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

■
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

■
内
容　

ロ
ジ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　

シ
ョ
ン
や
タ
ス
ク
管
理
な
ど
。
働

　

く
上
で
必
要
な
心
構
え
や
ス
キ
ル

　

を
一
緒
に
考
え
な
が
ら
学
ぶ

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

長
門
市
し
ご
と
セ
ン
タ
ー　

℡
27
‐
０
３
６
０

1919

確
定
申
告
はe-Tax

で

　

今
年
の
確
定
申
告
は
、
申
告
会
場

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
な
ど
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
申
告
が
で
き
る

「e-Tax

」
に
よ
る
確
定
申
告
を
お
勧

め
し
ま
す
。

■
メ
リ
ッ
ト

・ 

税
務
署
や
市
が
主
催
す
る
申
告
相

　

談
に
行
か
ず
に
自
宅
か
ら
申
告
で

　

き
ま
す

・ 

源
泉
徴
収
票
、
医
療
費
の
領
収
書

　

な
ど
は
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力

　

し
て
送
信
す
る
の
で
、
提
出
や
提

　

示
を
省
略
で
き
ま
す
（
税
務
署
な

　

ど
か
ら
書
類
の
提
出
や
提
示
を
求

　

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
法
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
間

　

保
存
が
必
要
で
す
）

・ 

確
定
申
告
期
間
中
は
、
メ
ン
テ
ナ

　

ン
ス
時
間
を
除
き
24
時
間
い
つ
で

　

も
申
告
可
能
で
す

■
申
告
の
流
れ

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
「
確
定

　

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
画

　

面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を

　

入
力
す
る
と
、
税
額
な
ど
が
自
動

　

計
算
さ
れ
、
申
告
書
を
作
成
で
き

　

ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
の
デ
ー

　

タ
をe-Tax

で
送
信
す
る
こ
と
に

　

よ
り
、
税
務
署
に
行
か
ず
に
自
宅

　

か
ら
申
告
で
き
ま
す

■
利
用
方
法

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い

　

て
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
経
由
ま
た
は

　

e-Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら

　

e-Tax

へ
ロ
グ
イ
ン
す
る
だ
け

　

で
、よ
り
簡
単
に
利
用
を
開
始
し
、

　

申
告
書
な
ど
の
デ
ー
タ
の
送
信
を

　

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｃ

　

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
ま
た
は
マ

　

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の
ス

　

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
必
要
で
す

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に

　

つ
い
て
は
、
広
報
な
が
と
８
月
号

　

を
確
認
く
だ
さ
い

・ 

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

　

確
定
申
告
開
始
前
に
、
税
務
署
に

　

行
っ
て
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

　

の
届
出
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
、

　

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な

　

ど
顔
写
真
入
り
の
身
分
証
明
書
）

　

を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

・ 

詳
し
い
内
容
は
、
国
税
庁
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い

　

w
w
w
.
e
-
t
a
x
.
n
t
a
.
g
o
.
j
p

■
問
い
合
わ
せ　

　

長
門
税
務
署　

　

℡
22
‐
２
４
４
１　

音
声
案
内
１

林
業
退
職
金
共
済
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
人
が
、

従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や

め
た
と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を

支
払
う
と
い
う
、
林
業
界
全
体
の
退

職
金
制
度
で
す
。

・ 

掛
金
は
税
法
上
、法
人
で
は
損
金
、

　

個
人
企
業
で
は
必
要
経
費
と
な
り

　

ま
す

・ 

掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す

・ 

雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職

　

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

　

れ
ま
す

■
事
業
主　

・ 

共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て

　

適
正
に
貼
り
つ
け
る
よ
う
に
お
願

　

い
し
ま
す

・ 

共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事

　

者
が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
に

　

は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す

　

る
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

　

済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
部

　

℡
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９



文
化
情
報

く
ら
し
の
情
報

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

℡
26
‐
６
０
０
１

狂
言
教
室

●
と
き　

令
和
３
年
１
／
11 

（月）

11
：
00
開
演

● 

内
容　

・ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

中
村
修
一

・ 

狂
言
「
柿
山
状
」　

　

内
藤
連
、
飯
田
豪

● 

参
加
料
（
全
席
自
由
・
税
込
）

・
一
般　

500
円

・ 

小
中
高
生　

無
料

　

（
本
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
提
示
で
一

　

般
も
無
料
）　

● 
会
場　

劇
場

● 
発
売
日　

発
売
中

090-7990-2618
㈱清水林業

困った
大変な庭木の剪定

お任せください！

お見積無料
スギやヒノキの買い取りも行っております。
※樹齢によっては買い取りできない場合もございます。

長門市仙崎2601 担当：清水
0837-26-0343TEL・FAX

大木切ります！

お気軽に
お電話下さい

!!

～ソチ市からこんにちは～
第６回　年末年始の過ごし方

　ロシアでは、12 月 31 日の夕方に家族や友人
と集まって年末年始を過ごし、年が明けるとき
にはシャンパンを飲む習慣があります。０時前
にテレビで放送される大統領の演説を聞いてか
ら、１分以内に小さな紙に願い事を書いて火を
つけ、シャンパングラスに落とし、全部飲むと
いうものです。
　また、ロシアにはサンタクロースではなく、
お正月にプレゼン
トを持ってきてく
れるジェド・マロー
スと、その孫娘で
あるスニェグーラ
チカがいます。こ
れはロシアに古く
からある伝説で、
元旦の早朝に子ど
もたちがツリーの
下でプレゼントを
開けるのも伝統あ
る光景です。

プリヴェー  イズ 　ソチ

Привет из Cочи

2020.12. １2020.12. １ 2020

無
料
福
祉
相
談　

　

社
会
福
祉
士
が
無
料
福
祉
相
談
を

実
施
し
、
生
活
の
困
り
ご
と
、
悩
み
、

不
安
な
ど
じ
っ
く
り
と
お
話
を
聞

き
、
必
要
に
応
じ
て
制
度
や
自
治
体

の
相
談
窓
口
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
専
門
職
か
ら
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。

■
対
象　

福
祉
専
門
職
の
ほ
か
誰
で

　

も
相
談
可
能

■
相
談
方
法　

電
話

■
日
時　

　

12
／
１ 

（火）
、
12 

（土）
、
15 

（火）
、
27 

（日）

13
：
00
～
15
：
00

※
そ
れ
以
降
の
日
程
は
山
口
県
社
会

　

福
祉
士
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

　

認
く
だ
さ
い

■
相
談
先　

　

一
般
社
団
法
人
山
口
県
社
会
福
祉

　

士
会

℡
０
８
０
‐
１
９
１
５
‐
４
８
７
６

Ｇ
о
Ｔ
о
Ｅ
ａ
ｔ 

や
ま
ぐ

ち
食
事
券
商
工
会
で
の
販
売

■
第
４
期
発
売
日　

12
／
３ 

（木）
～

９
：
00
～
17
：
00

※
土
日
・
祝
日
は
除
く

※
令
和
３
年
１
月
31
日 

（日）
ま
で
販
売

　

予
定

■ 

場
所　

な
が
と
大
津
商
工
会
各
支

全
国
一
斉
生
活
保
護

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
無
料
）

■
日
時　

12
／
10 

（木）10
：
00
～
16
：
00

■
相
談
先
電
話
番
号

　

℡
０
１
２
０
‐
１
５
８
‐
７
９
４

※
当
日
の
み
の
実
施
と
な
り
ま
す

■ 

主
催　

　

日
本
弁
護
士
連
合
会
、
山
口
県
弁

　

護
士
会　

■
問
い
合
わ
せ　

　

山
口
県
弁
護
士
会
宇
部
地
区
会

　

℡
０
８
３
６
‐
２
１
‐
７
８
１
８

所
（
三
隅
・
日
置
・
油
谷
支
所
）

※
長
門
商
工
会
議
所
で
は
販
売
し
ま

　

せ
ん

■ 

販
売
額　

　

１
セ
ッ
ト
８
、０
０
０
円

（
１
、０
０
０
円
×
10
枚
）

■
販
売
額　

１
回
の
購
入
あ
た
り
２

　

セ
ッ
ト
１
６
、
０
０
０
円
（
食
事

　

券
２
０
、
０
０
０
円
分
）
ま
で
購

　

入
可
能

■
問
い
合
わ
せ

・ 

販
売
に
関
す
る
こ
と　

な
が
と
大

　

津
商
工
会
三
隅
支
所
（
本
所
）

℡
43
‐
０
０
３
３

・ 

そ
の
他
全
般
に
関
す
る
こ
と　

　

や
ま
ぐ
ち
食
事
券
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
３
‐
９
０
２
‐
２
１
１
４

※
そ
の
他
詳
細
は
下

　

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

　

「
Ｇ
о

Ｔ
о

Ｅ
ａ

　

ｔ 
や
ま
ぐ
ち
食
事

　

券
」
で
確
認
く
だ
さ
い
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ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
休
館
日

●
休
館
日　

12
／
７ 

（月）　

精
華
女
子
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト

●
と
き　

令
和
３
年
１
／
24 

（日）　

　

14
：
00
開
演　

●
入
場
料
（
全
席
指
定
・
税
込
）

・ 

正
面
席　
　
　
　

 

２
、０
０
０
円

・ 

北
・
南
席　
　
　

 

１
、５
０
０
円

・ 

高
校
生
以
下　
　

 

１
、２
０
０
円

※
３
歳
未
満
入
場
不
可

※
完
売
し
ま
し
た

●
会
場　

ア
リ
ー
ナ

栗
コ
ー
ダ
ー
カ
ル
テ
ッ
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
と
き　

令
和
３
年
２
／
28 

（日）　

14
：
00
開
演

●
入
場
料
（
全
席
指
定
・
税
込
）

・ 

一
般　
　
　
　
　

 

２
、８
０
０
円

・ 

高
校
生
以
下　
　

 

１
、８
０
０
円

※
３
歳
以
上
有
料

※
３
歳
未
満
は
大
人
１
人
に
つ
き
１

　

人
膝
上
鑑
賞
無
料
。
座
席
が
必
要

　

な
場
合
は
有
料

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

　

《
友
の
会
先
行
》

・ 

Web
先
行　

12
／
５ 

（土） 

９
：
00
～

・ 

電
話　
　

12
／
５ 

（土） 

10
：
00
～

　

《
一
般
》

・ 

Web
先
行　

12
／
15 

（火） 

９
：
00
～

・ 

電
話　
　

12
／
15 

（火） 

10
：
00
～

※
窓
口
販
売
は
電
話
予
約
の
翌
日
か

ら展
覧
会

香
月
泰
男
の
表
現
‐
人
‐

　

香
月
は
家
族
を
中
心
に
人
物
を
描

き
ま
し
た
。
そ
の
表
現
は
観
た
ま
ま

を
描
く
こ
と
か
ら
形
の
様
式
化
、
色

の
単
色
化
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

本
展
で
は
〝
肖
像
〟
〝
か
た
ち
〟

〝
動
き
〟
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
表
現

の
変
化
と
色
が
与
え
る
印
象
に
つ
い

て
観
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
会
期  

12
／
６

（日）
ま
で

※
会
期
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。
詳
細
は
美
術
館
ホ
ー
ム

　

ぺ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

● 

開
館
時
間　

９
：
00
～
17
：
00

※
入
館
は
16
：
30
ま
で

●
休
館
日　

火
曜
日

● 

入
館
料　
　
　

一　

般　
　

500
円

小
中
高
生　

200
円

※
市
内
在
住
者
は
、
住
所
の
わ
か
る

　

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
提

　

示
す
る
と
、
無
料
入
館
で
き
ま
す

●
今
月
の
一
点　

鉄
棒（
１
９
６
０
）

香
月
泰
男
美
術
館

℡
43
‐
２
５
０
０

第
21
回
万
作
・
萬
斎
狂
言
公
演

●
と
き　

令
和
３
年
１
／
11 

（月）

　

14
：
00
開
演

●
出
演　

・ 

解
説　

高
野
和
憲

・ 

狂
言
「
萩
大
名
」
石
田
幸
雄
、
月

　

崎
晴
夫
、
石
田
淡
朗
／
「
柑
子
」

　

野
村
万
作
、
野
村
裕
基
／
「
千
切

　

木
」
野
村
萬
斎
、
深
田
博
治
、
高

　

野
和
憲
、
月
崎
晴
夫
、
中
村
修
一
、

　

内
藤
連
、
飯
田
豪
、
石
田
淡
朗

●
入
場
料
（
全
席
指
定
・
税
込
）

・ 

１
階
席　
　
　

 

５
、  

７
０
０
円

・ 

２
階
席　

     

５
、  

２
０
０
円

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中

広告

Merry
Christmas!

英検対策
レッスンあり！

正明市2区 長門市消防署前お問合せ 0837-22-3898☎
「広報ながと」への広告掲載のお申し込みは有誠社印刷所へ　℡ 0837-22-1240

教
室
（
要
予
約
）

健
康
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
情
報

健
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

●
日
時
（
全
３
課
）

・
12
／
１ 

（火）　

10
：
00
～
12
：
00

・
12
／
８ 

（火）　

13
：
30
～
15
：
00

・
12
／
15 

（火）　

13
：
30
～
15
：
30

●
対
象　

妊
婦

●
内
容　

マ
タ
ニ
テ
ィ
体
操
・
お
風

　

呂
の
入
れ
方
な
ど
の
体
験
・
交
流

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳

●
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

▲狂言「柑子」
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健
康
相
談
（
成
人
対
象
）

●
内
容　

　

生
活
習
慣
病
な
ど
健
康
に
関
す
る

　

相
談
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査

●
日
時
／
会
場

・
毎
週
木
曜
日　

９
：
00
〜
11
：
30

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

・
12
／
２ 

（水）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
７ 

（月）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

川
尻
老
人
憩
い
の
家

・
12
／
10 

（木）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー

　
　

９
：
30
〜
11
：
30

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
15 

（火）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

向
津
具
公
民
館

・
12
／
25 

（金）　
　

９
：
30
〜
11
：
30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

検 

診

風
し
ん
抗
体
検
査
（
要
予
約
）

●
対
象　

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
・

　

そ
の
配
偶
者
、
妊
娠
中
の
女
性
の

　

同
居
者
・
配
偶
者

※
対
象
者
に
は
詳
細
な
要
件
が
あ
り

　

ま
す
。
前
日
ま
で
に
長
門
健
康
福

　

祉
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
く
だ
さ
い

●
日
時　

12
／
22 

（火）

　

13
：
00
〜
14
：
00

●
会
場　

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

認
知
症
相
談
会（
要
予
約
）

●
対
象　

認
知
症
で
相
談
し
た
い
人

●
日
時

　

12
／
23 

（水）　
　

９
：
00
〜
11
：
30

●
会
場　

・
長
門
市
役
所

・
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
地
域
医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
２
４
４

相 

談

育
児
相
談

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時
／
会
場

・
12
／
４ 

（金）　
　

９
：
30
〜
11
：
30

　
　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
11 

（金）　
　

10
：
00
〜
11
：
30

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
16 

（水）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
12
／
18 

（金）　
　

９
：
30
〜
11
：
30

13
：
00
〜
15
：
00

　
　
　
　
　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
25 

（金）　
　

９
：
30
〜
11
：
00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

３
歳
児
健
康
診
査

●
対
象 

平
成
29
年
11
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

12
／
22 

（火）

●
受
付　

13
：
00
〜
13
：
30

●
必
要
物　

母
子
健
康
手
帳
な
ど

●
会
場
／
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

●
対
象　

平
成
31
年
４
月
、
令
和
元

　

年
５
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

12
／
９ 

（水）

●
受
付　

13
：
00
〜
13
：
30

●
必
要
物　

母
子
健
康
手
帳
な
ど

●
会
場
／
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

休
日
総
合
健
診

　

す
べ
て
の
が
ん
検
診
・
特
定
健

診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
実
施
し
ま

す
。

●
日
時
／
会
場　

12
／
６ 

（日）　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　
　

　
　

８
：
30
〜
11
：
00

※
子
宮
・
乳
が
ん
検
診
は

　

９
：
00
〜
10
：
00

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

乳
児
健
康
診
査
（
要
予
約
）

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

℡
22
‐
２
７
１
７

●
１
カ
月
児
・
３
カ
月
児
・
７
カ
月

　

児
健
康
診
査   

・
月
〜
水
・
金
曜
日８

：
30
〜
12
：
00

13
：
30
〜
17
：
00

・
木
・
土
曜
日　

８
：
30
〜
12
：
00

長
門
総
合
病
院
　
℡
22
‐
２
２
２
０

● 

１
カ
月
児
健
康
診
査（
28
日
以
降
）

　

毎
週
月
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

● 

３
カ
月
児
健
康
診
査
（
110
日
以
降
）

　

毎
週
火
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

●
７
カ
月
児
健
康
診
査 

　

毎
週
木
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

●
共
通
し
て
必
要
な
も
の　

　

母
子
健
康
手
帳

　

乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診
票

健
康
診
査

※
胃
・
子
宮
・
乳
が
ん
検
診
・
特
定

　

健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
に
つ
い

　

て
は
予
約
が
必
要
で
す

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

状
況
に
よ
り
、
延
期
と
な
る
可
能

　

性
が
あ
り
ま
す

肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

●
実
施
日
時
／
会
場

・
12
／
７

（月）　
　

13
：
30
〜
14
：
30

　

三
隅
上
地
区
農
業
者
健
康
管
理
セ

　

ン
タ
ー

14
：
30
〜
15
：
00

山
口
県
漁
協
野
波
瀬
支
店

15
：
30
〜
16
：
00

三
隅
勤
労
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

胃
・
大
腸
・
肺
が
ん
検
診
・
特

定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

●
実
施
日
／
会
場

・
12
／
７ 

（月）　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

８
：
30
〜
11
：
00　
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ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

み
ん
な
で
デ
コ
レ
ー
ト
！

　

図
書
館
に
紙
製
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
今

年
も
登
場
し
ま
す
。
サ
ン
タ
さ
ん
へ
の
お
願

い
事
を
書
い
て
、
ツ
リ
ー
に
貼
っ
て
世
界
に

一
つ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
み
ん
な
で
作

り
ま
し
ょ
う
。

ク
リ
ス
マ
ス
「
お
た
の
し
み
袋
」
で
新
た
な

本
と
の
出
会
い
を

■
配
布
期
間　

12
／
22 

（火）
〜　

※
な
く
な
り
次
第
終
了

■
数
量　

限
定
30
袋

■
内
容　

袋
の
中
に
は
本
が
２
冊
入
っ
て
い

　

ま
す
。
お
た
の
し
み
袋
を
選
ぶ
時
に
参
考

　

に
な
る
情
報
を
袋
に
貼
っ
て
い
ま
す

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

  

本
館
は
、
12
月
28
日 

（月）
か
ら
１
月
５
日

（火）

ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。
１
月
５
日 

（火）
は
開

館
準
備
作
業
の
た
め
、
本
館
の
み
休
館
し
ま

す
。
年
始
は
１
月
６
日 

（水）
か
ら
の
開
館
と
な

り
ま
す
。
分
館
は
１
月
５
日 

（火）
か
ら
開
館
し

ま
す
。

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !
 図書館だより

  図書館図書館へ行こう！へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡ 26‐5123
　　  ゆや分館　　　　　℡ 33‐0051
　      http://www.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  library@lib-nagato.jp

‐12 月の休館日‐
本  館・ゆや分館　
２（水）・7 （月）・14 （月）・21 （月）・28 （月）～ 31（木）

南杏子／著 幻冬舎
『いのちの停車場』

　62歳の医師・白石咲和子
は、東京の救急救命センター
を退職後、故郷の金沢で訪
問診療の仕事に携わる。こ
れまでとは異なる「命を送
る」現場は戸惑う事ばかり
だった。一方、家庭では年
老いた父親が骨折の手術以

降、急速に体調を悪化させていた。現役医
師が描く感涙長編。

今月のオススメ本

・通・三隅方面　  12/3（木）・17（木）
・湯本・俵山方面  12/9（水） ・23（水）
・日置・油谷方面  12/11（金）・25（金）

お近くのステーションをご利用ください。

ぐるブック号運行中！

118118
愛します！守ります！長門の海！

仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2

☎ 26 - 0240
仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
jcg7senzakikotsu2-4k7w@mlit.go.jp

船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）

船舶海難 人身事故

隻

数

死

亡

者

行
方
不
明

人

数

死

亡

者

行
方
不
明

10 月 １ ０ １ １

令和２年計 ７ ０ ７ ６

元年同時期 ０ ０ １ ０

ライフジャケットを常時着用しよう!ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!携帯電話など連絡手段を確保しよう!

海のもしもは 「118番」へ!海のもしもは 「118番」へ!

年
末
年
始
特
別
警
戒
の
実
施

　

仙
崎
海
上
保
安
部
で
は
令
和
２
年
12
月
10

日
か
ら
令
和
３
年
１
月
10
日
ま
で
の
間
、「
年

末
年
始
特
別
警
戒
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
警
戒
の
呼
び
か
け
を
実
施
し
、

テ
ロ
お
よ
び
犯
罪
の
未
然
防
止
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
船
舶
の
船
長
さ
ん
へ
は
安
全
運
航

の
徹
底
、
磯
場
や
岸
壁
な
ど
で
釣
り
を
楽
し

ま
れ
る
人
に
は
、
救
命
胴
衣
の
常
時
着
用
や

複
数
人
で
の
行
動
、
海
中
転
落
に
注
意
す
る

よ
う
繰
り
返
し
呼
び
か
け
、
海
難
防
止
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

　

最
後
に
、
海
で
の
事
件
・
事
故
、
不
審
な

船
や
物
を
見
つ
け
た
場
合
は
直
ち
に
１
１
８

番
へ
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
を
無
事
故
で
過
ご
し
、
明
る
い

新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

映
画
上
映
会
の
お
知
ら
せ
（
入
場
料
無
料
）

■
上
映
タ
イ
ト
ル　

父
の
詫
び
状
（
90
分
）

■
上
映
期
間　

12
／
15 

（火）
〜
20 

（日）

■
上
映
日
時

※
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す

※
各
先
着
15
人
と
な
り
ま
す
。
会
場
入
り
口

　

の
整
理
券
を
と
っ
て
お
入
り
く
だ
さ
い

☆
新
着
案
内
☆
（
一
部
）

（
本
館
）  

「
ト
ツ
！
」
麻
生
幾
、「
ダ
ブ
ル
・

　

ト
ラ
イ
」
堂
場
瞬
一
、「
類
」
朝
井
ま
か
て
、

　

「
二
百
十
番
館
に
よ
う
こ
そ
」
加
納
朋
子
、

　

「
老
後
は
要
領
」
和
田
秀
樹
、「
サ
ブ
リ
ナ

　

と
コ
リ
ー
ナ
」
カ
リ
・
フ
ァ
ハ
ル
ド
＝
ア

　

ン
ス
タ
イ
ン
、「
未
来
の
自
分
に
出
会
え

　

る
古
書
店
」
齋
藤
孝　

ほ
か

（
分
館
） 「
白
馬
山
荘
殺
人
事
件
」東
野
圭
吾
、

　

「
あ
ん
の
青
春
春
を
待
つ
こ
ろ
」
柴
田
よ

　

し
き
、「
図
解
渋
沢
栄
一
と
〝
論
語
と
算

　

盤
〟」
齋
藤
孝
、「
免
疫
力
」
藤
田
紘
一
郎
、

　

「
知
っ
て
お
き
た
い
！
手
書
き
の
常
識
」

　

平
形
精
逸　

ほ
か

行事名 開催日時

かみしばいの会★
12/5（土）11:00 〜
12/19（土）

15:00 〜

さっちゃんのかみし
ばい★

12/19（土） 
11：00〜

絵本を楽しむ会★
12/17（木） 
10：30〜 11：30

たまごの会★
12/25（金）

10：30〜

おはなしの会★
12/26（土）

15：00〜

おもちゃの森（視聴覚室）
12/10（木）
10：30〜 11：30

長門読書会（研修室）
12/26（土）

14：00〜

くずし字講座
（研修室）

12/5（土）・26（土）
10：00〜 12：00

よみっこくらぶ
 （ゆや分館）

12/12（土）
15：30 〜

定例行事（★の会場はおはなしのへや）

10
：
00
〜

 

12
／
16
、
18
、
20

14
：
00
〜

 

12
／
15
、
17
、
19

タイトル 上映日時

イヌ・ネコ・ペッ
ト①（60 分）

12/6 （日）
14：00～

トムとジェリー⑥
（51分）

12/26（土）  
13：30〜

アニメ・DVD 上映会
（視聴覚室・各先着 15 人）



　

長門市消防本部長門市消防本部
中央消防署	 ℡中央消防署	 ℡ 22-011922-0119
西消防署	 ℡西消防署	 ℡ 32-123032-1230
火災情報などの問い合わせ火災情報などの問い合わせ
	 ℡	 ℡ 22-141422-1414
ホームページホームページ
http://www.city.nagato.yamaguchi .http://www.city.nagato.yamaguchi .
jp/~shobo/jp/~shobo/

火 災 救 急火 災 救 急
件数件数［ 10 月 ］［ 10 月 ］
（　）内は今年累計

火

災

救
急

建　物建　物
０（５）０（５）

林　野林　野
０（０）０（０）

車　両車　両
０（３）０（３）

船　舶船　舶
０（０）０（０）

その他その他
２（６）２（６）

155155
（1397）（1397）

合　計合　計
２（14）２（14）
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風
呂
釜
や
ボ
イ
ラ
ー
、
ス
ト
ー

ブ
な
ど
で
煙
突
が
設
け
ら
れ
て
い

る
ご
家
庭
で
は
、
屋
根
（
壁
）
と

の
貫
通
部
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

屋
根
な
ど
の
貫
通
部
に
木
材
が

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
煙
突
の

熱
が
周
囲
の
木
材
を
熱
し
、
炭
化

す
る
こ
と
に
よ
り
火
災
に
至
る
お

そ
れ
が
あ
る
た
め
、
貫
通
部
は
木

材
な
ど
の
可
燃
物
か
ら
15
㎝
以
上

離
す
か
、
厚
さ
10
㎝
以
上
の
不
燃

材
料
（
め
が
ね
石
な
ど
）
で
煙
突

を
覆
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

煙
突
の
貫
通
部
分
が
、
有
効
に

処
理
さ
れ
て
い
る
か
点
検
し
、
出

火
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

お
宅
の
煙
突
は
大
丈
夫
で
す
か
？

お
宅
の
煙
突
は
大
丈
夫
で
す
か
？

～
煙
突
貫
通
部
か
ら
の
出
火
防
止
～

～
煙
突
貫
通
部
か
ら
の
出
火
防
止
～

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
起
こ
り

ま
す
。
秋
か
ら
初
春
に
か
け
て
流
行

し
、
38
度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関

節
痛
や
筋
肉
痛
な
ど
の
全
身
の
症
状

が
み
ら
れ
ま
す
。
乳
幼
児
や
妊
婦
、

高
齢
者
、
慢
性
の
呼
吸
器
疾
患
や
糖

尿
病
な
ど
の
持
病
が
あ
る
人
は
重
症

化
し
や
す
い
た
め
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　

正
し
い
予
防
や
対
処
方
法
を
知

り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
法

・ 

手
洗
い
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
う

　

が
い
を
す
る

　

流
水
・
石
鹸
な
ど
で
し
っ
か
り
手

　

洗
い
を
し
、
う
が
い
の
習
慣
を
身

　

に
つ
け
ま
し
ょ
う

・ 

適
度
な
湿
度
を
保
つ

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
感
染
症
に
か

　

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
換
気
を

　

こ
ま
め
に
行
い
つ
つ
、
湿
度
は
50

　

～
60
％
に
保
ち
ま
し
ょ
う

・ 

外
出
を
控
え
る

　

流
行
時
期
は
、
人
ご
み
や
繁
華
街

　

へ
の
外
出
は
極
力
控
え
ま
し
ょ
う

・ 

十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

　

食
事
で
体
の
免
疫
力
を
高
め
る

・ 

予
防
接
種
を
受
け
重
症
化
を
防
ぐ

　

予
防
接
種
は
発
症
す
る
可
能
性
を

　

減
ら
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
を
防

　

ぎ
ま
す
。
効
果
が
出
る
ま
で
約
２

　

週
間
か
か
る
た
め
、
早
め
に
接
種

　

し
ま
し
ょ
う

・ 

せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る

　

く
し
ゃ
み
や
せ
き
の
し
ぶ
き
は
２

　

～
３
ｍ
飛
ぶ
と
言
わ
れ
て
い
ま

　

す
。
自
分
が
か
か
ら
な
い
た
め
、

　

ま
た
周
囲
の
人
に
感
染
さ
せ
な
い

　

た
め
に
も
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守

　

り
ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
は
鼻
と
口

　

を
覆
い
、
顔
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
よ

　

う
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
鼻
汁
・
た

　

ん
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は

　

す
ぐ
ご
み
箱
（
フ
タ
付
き
）
に
捨

　

て
、
手
は
早
く
洗
い
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
疑

い
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
可
能
性
の
あ
る
人
は
、
事
前
に

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
た
後
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
熱
が
下
が
っ
て
か

ら
も
２
日
程
度
は
体
内
に
ウ
イ
ル
ス

が
残
り
、
他
の
人
に
う
つ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
の
指
示
に

従
っ
て
完
治
す
る
ま
で
自
宅
療
養
し

ま
し
ょ
う
。　
　
　

※
生
後
６
カ
月
～
小
学
６
年
生
ま

　

で
、
65
歳
以
上
ま
た
は
60
～
65
歳

　

未
満
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
人

　

は
、
県
内
実
施
医
療
機
関
に
て
無

　

料
で
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。
妊
婦
、
障
害
者
支
援

　

施
設
入
所
者
は
、
上
限
４
千
円
の

　

助
成
が
あ
り
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防 

～
か
か
ら
な
い
・
う
つ
さ
な
い
た
め
に
～

生
涯
「
健
幸
」
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

健康メモ

「
健
幸
」づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

No.92
長門市保健センター長門市保健センター

℡℡ 23-113323-1133
「健幸」とは、「ひと」
と「やさしさ」のつな
がりにより、地域のみ
んなが健康で幸せを感
じることができる「く
らし」をいいます

めがね石の厚みは
屋根などの厚み以上
めがね石の厚みは
屋根などの厚み以上
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10
月
28
日 

（水）
、
な
が
と
総
合
体

育
館
で
体
力
・
運
動
能
力
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
テ
ス
ト
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
の

依
頼
を
受
け
毎
年
行
わ
れ
て
お

り
、テ
ス
ト
結
果
は
国
民
の
体
力
・

運
動
能
力
の
現
状
把
握
と
行
政
上

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催

の
た
め
少
人
数
と
な
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
ス
ポ
ー
ツ

団
体
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
例
年
並
み
の
80
人
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
成
年
の
部
、
高
齢

者
の
部
を
同
時
に
実
施
し
ま
し

た
。

　

テ
ス
ト
項
目
は
成
年
の
部
で
握

力
、
長
座
体
前
屈
、
立
ち
幅
跳
び

の
３
項
目
、高
齢
者
の
部
で
握
力
、

長
座
体
前
屈
、
開
眼
片
足
立
ち
、

10
ｍ
障
害
物
歩
行
の
4
項
目
を
行

い
ま
し
た
。
（
３
密
と
飛
ま
つ
拡

散
防
止
の
観
点
か
ら
成
年
の
部
で

上
体
起
こ
し
、
反
復
横
跳
び
、
20

ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
の
３
項
目
、
高

齢
者
の
部
で
上
体
起
こ
し
、
６
分

間
歩
行
の
２
項
目
を
中
止
）

　

参
加
者
の
多
く
は
何
ら
か
の
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
所
属
し
て
お
り
、

結
果
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も
真

剣
に
取
り
組
む
姿
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　

テ
ス
ト
終
了
後
は
各
項
目
ご
と

の
得
点
を
集
計
し
自
身
の
体
力
年

齢
を
把
握
。
体
力
年
齢
を
知
る
こ

と
は
自
分
の
健
康
管
理
の
よ
い
目

安
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

日
頃
あ
ま
り
体
を
動
か
し
て
い

な
い
人
も
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が

手
伝
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

に
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
健
幸

寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
も
、
運
動

に
取
り
組
む
き
っ
か
け
に
し
て
く

だ
さ
い
。

体
力
年
齢
は
ど
れ
く
ら
い
？

～
体
力
・
運
動
能
力
テ
ス
ト
～

こ
ん
に
ち
は
☆

こ
ん
に
ち
は
☆

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！

生
涯
学
習
・
文
化
財
課　

℡

生
涯
学
習
・
文
化
財
課　

℡
2222  

‐
３
５
２
６

‐
３
５
２
６

な
が
と
流
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
践

　

10
月
中
に
体
験
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

集
「
ナ
ガ
ト
リ
ッ
プ
２
０
２
０
・
秋
」

が
開
催
さ
れ
、
好
評
の
う
ち
に
全
日

程
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
「
ナ
ガ

ト
リ
ッ
プ
」
と
は
、
市
内
の
人
や
事

業
所
が
企
画
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
ひ

と
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
売
り
出
す

事
業
で
、
今
回
を
含
め
て
年
３
回
、

期
間
限
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
集
め
た

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ

り
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
間
で
も
「
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
少
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
懸
念
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果
は
予
想
を

「
ナ
ガ
ト
リ
ッ
プ
２
０
２
０
・
秋
」
を
終
え
て

大
き
く
超
え
、
合
計
100
名
以
上
の
参

加
が
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
、
ご
参
加

い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

参
加
者
の
割
合
と
し
て
は
、
や
は

り
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
市
内
か
ら

の
参
加
が
多
く
、
現
在
さ
ま
ざ
ま

な
メ
デ
ィ
ア
で
話
題
と
な
っ
て
い

る
「
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム(

遠
出

で
な
く
、
地
元
や
近
隣
を
旅
行
す
る

観
光
ス
タ
イ
ル)

」
を
実
践
す
る
形

と
な
り
ま
し
た
。
「
長
門
市
に
こ
ん

な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ

た
」「
市
内
に
い
な
が
ら
小
旅
行
さ

せ
て
も
ら
え
た
」
と
、
地
元
の
方
々

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、「
地

域
の
方
も
楽
し
め
る
体
験
」と
し
て
、

今
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
へ
の
大
き

な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。
長
門
市
の

素
晴
ら
し
さ
を
、
体
験
を
通
じ
て
多

く
の
方
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

ナガトリップの新着情報を
お知らせしています。ぜひ「い
いね」よろしくお願いします。

最新情報は公式
Facebookページから！

▶

「
長
門
湯
本
お
と
ず
れ
散
歩 

萩
焼 

　
　

窯
元
・
温
泉
街
コ
ー
ス
」
の
様
子
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消費生活センターからのお知らせ

クレジットカードを紛失したら？

 ・長門市消費生活センター　℡ 23-1115
 ・山口県消費生活センター　℡ 083-924-0999

※発熱や腹痛など、比較的軽症な場合は、長門市応急診療所を
受診してください
●診療科…内科・小児科
●診療日・時間…平日 19 時～ 22 時／日曜・祝日・年末年始９
時～正午・13 時～ 17 時（受付は診療終了 30 分前まで）

休日当番病院　まずは長門市応急診療所へ

月／日 曜 当　番　病　院 電話番号

12 ／６ 日
長門市応急診療所 27-0199

斎木病院 26-1211

12 ／ 13 日
長門市応急診療所 27-0199

長門総合病院 22-2220

12 ／ 20 日
長門市応急診療所 27-0199

岡田病院 23-0033

12 ／ 27 日
長門市応急診療所 27-0199

斎木病院 26-1211

12 ／ 30 水
長門市応急診療所 27-0199

長門総合病院 22-2220

12 ／ 31 木
長門市応急診療所 27-0199

岡田病院 23-0033

令和３年
１／１

金
長門市応急診療所 27-0199

斎木病院 26-1211

１／２ 土
長門市応急診療所 27-0199

長門総合病院 22-2220

１／３ 日
長門市応急診療所 27-0199

岡田病院 23-0033

問い合わせ −困ったときは、まず相談−

　すぐにカードの発行会社に連絡し、紛失の手続

きを取ってもらうとともに、最寄りの警察署に遺

失届を出しましょう。

　紛失したカードが不正に使われた場合には、各

カード会社の規約に基づいて対応されます。カー

ド会社に紛失を申し出た日から一定の日数をさ

かのぼった時点からの支払いが免除されること

もありますが、カード会社により対応は異なりま

す。

　また、カードに署名がない場合や紛失からカー

ド会社への申し出までに一定の期間が経過して

いる場合は、不正利用による請求であっても、支

払いが免除されないこともあります。

　紛失した場合に備え、カードの所定欄への署名

やカード番号とカード会社の連絡先を控えて第

三者に見られない場所に保管するなどの対策を

しておきましょう。

　困った場合は、長門市消費生活センターまたは

山口県消費生活センターにご相談ください。

アドバイス

トラブル事例

　クレジットカードを紛失してしまった。どうし

たらよいだろうか。

水道の修繕・トラブル

※長門市給水装置工事指定業者以外で修繕すると、水道料金
　の減免を受けられませんので、ご注意ください。

地　区 道路部分 宅地部分

全地区

長門市
上下水道局

℡ 23-1171
（平日）
℡ 22-2111
（休日・夜間）

長門市給水装置工事指定業者
に依頼してください。なお、
指定業者は市ホームページに
掲載しています

・しいたけ   …４個
・薄力粉…大さじ 1.5
 牛乳　　　　…200ml
 水　　　　　…100ml
 固形コンソメ

…1/2 個
・塩　　　　 …少々
・こしょう　 …少々

作り方

①ほうれん草は茎から入れて約 1 分ゆで、冷①ほうれん草は茎から入れて約 1 分ゆで、冷
　水にとり水気をよく絞り 4ｃｍ長さに切る　水にとり水気をよく絞り 4ｃｍ長さに切る
②にんにくはみじん切り、玉ねぎは薄めのく②にんにくはみじん切り、玉ねぎは薄めのく
　し切り、しいたけは石づきを落として薄切　し切り、しいたけは石づきを落として薄切
　りにする　りにする
③鮭は３等分に切り、塩・こしょうをして５③鮭は３等分に切り、塩・こしょうをして５
　分程度おき、キッチンペーパーで水気をよ　分程度おき、キッチンペーパーで水気をよ
　くふき取って、薄力粉大さじ１をまぶす　くふき取って、薄力粉大さじ１をまぶす
④フライパンにバター（10 ｇ）を入れ、中火④フライパンにバター（10 ｇ）を入れ、中火
　で鮭の両面に焦げ目がつくまで焼き、いっ　で鮭の両面に焦げ目がつくまで焼き、いっ
た　んお皿に取り出す　た　んお皿に取り出す　
⑤フライパンに残りのバターを入れ、にんに⑤フライパンに残りのバターを入れ、にんに
　くを加え香りが立ったら、玉ねぎとしいた　くを加え香りが立ったら、玉ねぎとしいた
　けを加え、しんなりするまで炒める　けを加え、しんなりするまで炒める
⑥薄力粉をふり入れ、粉っぽさがなくなるま⑥薄力粉をふり入れ、粉っぽさがなくなるま
　で炒めたら、Ａを加えて全体を混ぜ合わせ、　で炒めたら、Ａを加えて全体を混ぜ合わせ、
　塩、こしょうで味を調える　塩、こしょうで味を調える
⑦とろっとしてきたら、ほうれん草と鮭を加⑦とろっとしてきたら、ほうれん草と鮭を加
　えて混ぜ合わせる　えて混ぜ合わせる

食推おすすめ料理

・生鮭　　 …４切れ
・塩   …小さじ 1/4
・こしょう　 …少々
・薄力粉 …大さじ１
・バター　　 …20g
・ほうれん草…１束
・にんにく　…２片
・玉ねぎ　 …1/2 個

鮭とほうれん草のクリーム煮  
- 寒い冬に、心も体も温まる１品です -

材料（４人分）

炭水化物   …13.1mg
塩分相当量 　…1.2g

おすすめ料理の栄養価 ワンポイントアドバイス

ほっちゃテレビ放送予定
「ほっちゃ NEWS イブニング」

12/18（金）18：00 〜
毎月 19 日は「ながと食の日」

鮭を鶏肉に、ほうれん草・玉ねぎ・し
いたけを白菜や、しめじ、エリンギな
どに変えると、いろいろな味を楽しめ
ます。

エネルギー…227kcal
たんぱく質  …22.3g
脂　　　質　 …9.7g

　おすすめ料理を含めたバランスのよい献
立例です。
 主食・主菜・副菜をそろえた食事を心が
けましょう

鮭とほうれん草のクリーム煮

パン主食

主菜

副菜 ブロッコリーのサラダ

Ａ

長門市食生活改善推進協議会長門市食生活改善推進協議会長門市食生活改善推進協議会
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●イベント　●相談・健診

１１ 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時〜15時／有料・要予約（℡0838-24-0500）
●ながと歴史民俗資料室企画展ながと大内湯けむり街道／ながと歴史民俗資料室／1月17日まで

２２ 水

３３ 木

４４ 金

５５ 土

６６ 日

７７ 月

８８ 火
●行政相談／三隅支所／10時〜12時　●法律相談／長門市地域福祉センター／13時〜15時／有料・要予約（℡0838-
24-0500）

９９ 水
●長門市きらめき作品展示会／長門市役所市民ロビー／23日まで　

1010 木
上下水道使用料納期限（深川・俵山・三隅地区）　●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時〜15時／
要予約（℡0838-24-2158）　●マイナンバーカード出張サポート／通出張所／10時〜15時

1111 金
●マイナンバーカード出張サポート／仙崎出張所／10時〜15時

1212 土
●フラワーアレンジメント教室／市役所４階会議室1・2／10時〜12時／要申込（℡23-1172）　
●コールチュラカーギ第36回定期演奏会／ルネッサながと／14時～

1313 日
●学芸員によるギャラリートーク／ながと歴史民俗資料室／10時〜　●ウォーキングイベント／ながと歴史民俗資
料室／10時30分〜／要申込（℡23-1264）　

1414 月
●星空ウォッチング／日置小学校天体ドーム／19時～20時／要予約（℡37-2340）

1515 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時〜15時／有料・要予約（℡0838-24-0500）
●マイナンバーカード出張サポート／俵山出張所／10時〜15時

1616 水 ●行政相談／ラポールゆや／10時〜12時

1717 木

●発達クリニック／長門健康福祉センター／13時〜17時／要予約（℡22-2811）　●人権・行政相談／長門市役所
本庁舎市民相談室／10時〜12時　●行政相談／日置支所／10時〜12時　●骨の健康づくり相談／長門市保健セン
ター／９時30分〜11時30分、13時～15時　●マイナンバーカード出張サポート／三隅支所／10時〜15時

1818 金
●マイナンバーカード出張サポート／日置支所／10時〜15時

1919 土
ながと食の日

2020 日
●あしすとパートナー・メンター養成講座／児童発達支援センターあゆみ／13時〜15時／要申込（℡23-1243）

2121 月
●お酒に関する困り事相談／長門健康福祉センター／15時〜16時／要予約（℡22-2811）

2222 火

●骨髄バンク登録受付・Ｃ型Ｂ型肝炎検査・エイズ抗体検査／長門健康福祉センター／前日までに要予約（℡22-
2811）　●法律相談／長門市地域福祉センター／13時〜15時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　●マイナンバー
カード出張サポート／油谷支所／10時〜15時

2323 水
●無料法律相談／市役所本庁市民相談室／10時〜15時／要予約（℡23-1299）　●長門市きらめき作品展示会におけ
る授産品の販売／長門市役所市民ロビー／10時～13時

2424 木
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時〜15時／要予約（℡0838-24-2158）
●マイナンバーカード出張サポート／向津具出張所／10時〜15時

2525 金
●マイナンバーカード出張サポート／宇津賀出張所／10時〜15時
固定資産税第３期納期限

2626 土

2727 日

2828 月
ながと生涯学習の日　
●公務納め

2929 火

3030 水

3131 木

1212 月のカレンダー 2020December 12




